
(57)【要約】

【課題】　アーチファクトの発生を予防しつつ消費電力

を削減する。

【解決手段】　各画素を交流駆動するマトリクス駆動方

法。一方の極性の１以上の行電極の画素電圧群の各供給

タイミングを時系列上連続させる第１半ブロックと他方

の極性の１以上の行電極の画素電圧群の各供給タイミン

グを時系列上連続させる第２半ブロックとによって各々

が構成される複数のブロック期間を時系列上連続させて

フレーム期間を構成する。第１半ブロックでは、画面上

の配列順序における奇数番目の行電極及び偶数番目の行

電極のうちの一方の行電極が選択され、第２半ブロック

では、一方の行電極に空間的に隣接する当該他方の行電

極が選択され、ブロック期間を単位とする視覚的アーチ

ファクトを軽減するよう１のフレーム期間における第１

半ブロック内の行電極選択順序及び第２半ブロック内の

行電極選択順序とそれぞれ他のフレーム期間において当

該対応する半ブロック内のものとを異ならせる。

【選択図】　図２４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 示 す べ き 画 像 の 水 平 走 査 期 間 毎 に 画 面 の 水 平 方 向 に 延 び る 複 数 の 行 電 極 を 選 択 的 に ア
ク テ ィ ブ に し 、 同 画 面 の 垂 直 方 向 に 延 び る 複 数 の 列 電 極 に 前 記 画 像 の フ レ ー ム 期 間 毎 に 極
性 を 反 転 さ せ て 前 記 画 像 に 応 じ か つ 当 該 水 平 走 査 期 間 に 対 応 す る 画 素 電 圧 を そ れ ぞ れ 供 給
す る と と も に 、 そ れ ら 画 素 電 圧 が 、 当 該 フ レ ー ム 期 間 内 の 画 面 に お い て 空 間 的 に 、 当 該 垂
直 方 向 に お い て 交 番 す る 極 性 を 呈 す る よ う に し て 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ る 画 素 を 交 流 駆
動 す る マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ っ て 、 一 方 の 極 性 を 呈 さ せ る べ き １ 以 上 の 行 電 極 に 対 応 す
る 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ を 時 系 列 上 連 続 さ せ る 第 １ 半 ブ ロ ッ ク と 他 方 の 極 性 を 呈
さ せ る べ き １ 以 上 の 行 電 極 に 対 応 す る 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ を 時 系 列 上 連 続 さ せ
る 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク と に よ っ て 各 々 が 構 成 さ れ る 複 数 の ブ ロ ッ ク 期 間 を 時 系 列 上 連 続 さ せ て
前 記 画 像 の フ レ ー ム 期 間 を 構 成 す る と と も に 、 前 記 行 電 極 に つ い て の 画 素 電 圧 群 の 各 供 給
タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て そ の 対 応 す る 行 電 極 を ア ク テ ィ ブ に す る 、 マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ
っ て 、
　 前 記 第 １ 半 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記 画 面 上 の 配 列 順 序 に お け る 奇 数 番 目 の 行 電 極 及 び 偶 数 番
目 の 行 電 極 の う ち の 一 方 の 行 電 極 が 選 択 さ れ 、 前 記 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記 一 方 の 行 電
極 に 空 間 的 に 隣 接 す る 当 該 他 方 の 行 電 極 が 選 択 さ れ 、 前 記 ブ ロ ッ ク 期 間 を 単 位 と す る 視 覚
的 ア ー チ フ ァ ク ト を 軽 減 す る よ う １ の フ レ ー ム 期 間 に お け る 前 記 第 １ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電
極 選 択 順 序 及 び 前 記 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 と そ れ ぞ れ 他 の フ レ ー ム 期 間 に お
い て 当 該 対 応 す る 半 ブ ロ ッ ク 内 の も の と を 異 な ら せ る 、
マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 １ の フ レ ー ム 期 間 に お け る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ
ロ ッ ク と 他 の フ レ ー ム 期 間 に お け る 当 該 対 応 す る 半 ブ ロ ッ ク と で 行 電 極 選 択 順 序 を 逆 に す
る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 少 な く と も ２ つ の フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 前 記 第
１ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 昇 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 と こ れ に 対 応
し か つ 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 降 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間
と が 存 在 す る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 １ の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ
ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 昇 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 の み が 用 い ら れ 、 他 の フ レ ー
ム 期 間 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 降 順 と さ れ た ブ ロ
ッ ク 期 間 の み が 用 い ら れ る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 表 示 す べ き 画 像 の 水 平 走 査 期 間 毎 に 画 面 の 水 平 方 向 に 延 び る 複 数 の 行 電 極 を 選 択 的 に ア
ク テ ィ ブ に し 、 同 画 面 の 垂 直 方 向 に 延 び る 複 数 の 列 電 極 に 前 記 画 像 の フ レ ー ム 期 間 毎 に 極
性 を 反 転 さ せ て 前 記 画 像 に 応 じ か つ 当 該 水 平 走 査 期 間 に 対 応 す る 画 素 電 圧 を そ れ ぞ れ 供 給
す る と と も に 、 そ れ ら 画 素 電 圧 が 、 当 該 フ レ ー ム 期 間 内 の 画 面 に お い て 空 間 的 に 、 当 該 垂
直 方 向 に お い て 交 番 す る 極 性 を 呈 す る よ う に し て 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ る 画 素 を 交 流 駆
動 す る マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ っ て 、 一 方 の 極 性 を 呈 さ せ る べ き １ 以 上 の 行 電 極 に 対 応 す
る 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ を 時 系 列 上 連 続 さ せ る 第 １ 半 ブ ロ ッ ク と 他 方 の 極 性 を 呈
さ せ る べ き １ 以 上 の 行 電 極 に 対 応 す る 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ を 時 系 列 上 連 続 さ せ
る 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク と に よ っ て 各 々 が 構 成 さ れ る 複 数 の ブ ロ ッ ク 期 間 を 時 系 列 上 連 続 さ せ て
前 記 画 像 の フ レ ー ム 期 間 を 構 成 し 、 前 記 行 電 極 に つ い て の 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ
に 合 わ せ て そ の 対 応 す る 行 電 極 を ア ク テ ィ ブ に す る 、 マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 半 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記 画 面 上 の 配 列 順 序 に お け る 奇 数 番 目 の 行 電 極 及 び 偶 数 番
目 の 行 電 極 の う ち の 一 方 の 行 電 極 が 選 択 さ れ 、 前 記 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記 一 方 の 行 電
極 に 空 間 的 に 隣 接 す る 当 該 他 方 の 行 電 極 が 選 択 さ れ 、 前 記 ブ ロ ッ ク 期 間 を 単 位 と す る 視 覚
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的 ア ー チ フ ァ ク ト を 軽 減 す る よ う フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の
行 電 極 選 択 順 序 を ブ ロ ッ ク 期 間 毎 に 昇 順 と 降 順 と で 切 り 替 え る 、
マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 フ レ ー ム 期 間 内 に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内
の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 昇 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行
電 極 選 択 順 序 が 共 に 降 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 と が 混 在 す る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 １ の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ
ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 昇 順 と さ れ た 昇 順 ブ ロ ッ ク 期 間 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ
ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 降 順 と さ れ た 降 順 ブ ロ ッ ク 期 間 と が 交 互 に 用 い ら れ 、 他
の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 昇 順 ブ ロ ッ ク 期 間 に 対 応 す る ブ ロ ッ ク 期 間 に お け る 前 記 第 １
及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 降 順 と さ れ 前 記 降 順 ブ ロ ッ ク 期 間 に 対 応 す
る ブ ロ ッ ク 期 間 に お け る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 昇 順 と さ
れ る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ な い し ７ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 各 行 電 極 に お い て そ
の 駆 動 極 性 が 前 記 一 方 の 極 性 に な る 頻 度 と 前 記 他 方 の 極 性 に な る 頻 度 と が 略 等 し く な る よ
う に 、 連 続 す る 第 １ な い し 第 ４ の フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 前 記 第 １ の フ レ ー ム 期 間 に 規 定
さ れ る 行 選 択 パ タ ー ン を 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム 期 間 の 一 方 に 用 い 、 前 記 第 ２ の フ レ ー ム 期
間 に 規 定 さ れ る 行 選 択 パ タ ー ン を 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム 期 間 の 他 方 に 用 い 、 こ れ ら 第 １ な
い し 第 ４ の フ レ ー ム 期 間 の 繰 り 返 し に よ り 又 は 前 記 第 １ な い し 第 ４ の フ レ ー ム 期 間 を 含 む
フ レ ー ム 期 間 系 列 に よ っ て 前 記 画 像 を 形 成 す る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ な い し ８ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 各 ブ ロ ッ ク 期 間 内 で
選 択 さ れ る 行 電 極 の 数 は 、 １ の フ レ ー ム 期 間 と 他 の フ レ ー ム 期 間 と で 異 な る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ な い し ９ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 選 択 さ れ る 行 電 極 の
数 が 他 の ブ ロ ッ ク 期 間 と 異 な る 特 異 ブ ロ ッ ク 期 間 を 含 む 特 定 フ レ ー ム 期 間 を 、 １ フ レ ー ム
又 は 所 定 数 フ レ ー ム 期 間 お き に 用 い る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 前 記 特 異 ブ ロ ッ ク 期 間 は 、 フ レ ー ム 期 間 に お け
る 先 頭 ブ ロ ッ ク 期 間 と し て 用 い ら れ る 、 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ な い し １ １ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、 １ の フ レ ー ム 期 間
に お い て 前 記 ブ ロ ッ ク 期 間 内 で 先 行 す る 半 ブ ロ ッ ク に お い て 選 択 さ れ る 行 電 極 は 、 次 の フ
レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 ブ ロ ッ ク 期 間 内 で 後 続 す る 半 ブ ロ ッ ク に お い て 選 択 さ れ る 行 電 極
と さ れ る 、 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 広 く マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 、 そ し て マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 並 び に こ れ を 用 い た 液
晶 表 示 装 置 に 関 す る 。 本 発 明 は 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 等 で 用 い ら れ る 交 流 駆 動 法 に 準 拠 し た
マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 、 回 路 及 び こ れ を 用 い た 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 の 多 く に は 、 い わ ゆ る 交 流 駆 動 法 が 適
用 さ れ て い る 。 こ の 手 法 は 、 液 晶 を 直 流 電 圧 で 長 時 間 駆 動 す る と 当 該 液 晶 の 材 料 物 性 が 変
化 し そ の 抵 抗 率 が 減 少 す る な ど の 劣 化 現 象 へ の 対 抗 策 で あ り 、 液 晶 に 印 加 す る 駆 動 電 圧 の
極 性 を フ レ ー ム 毎 に 反 転 さ せ る も の で あ る 。 よ り 詳 し い 基 本 的 な 動 作 は 、 非 特 許 文 献 １ な
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ど に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 交 流 駆 動 法 に お い て は 、 そ の 駆 動 電 圧 の 極 性 反 転 周 波 数 が フ レ ー ム 周 波 数 の １ ／
２ に な る こ と で 基 本 的 に は フ リ ッ カ が 生 じ る と こ ろ 、 極 性 反 転 を 画 面 内 で 空 間 的 に か つ 時
間 的 に 平 均 化 す る こ と で 、 そ の 光 学 応 答 リ ッ プ ル の 基 本 波 成 分 を フ レ ー ム 周 波 数 相 当 以 上
の も の と し 、 フ リ ッ カ （ 可 視 性 フ リ ッ カ ） が 生 じ な い よ う に し て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、
任 意 の １ 画 素 に 対 し て そ の 隣 接 画 素 （ 又 は 隣 接 の 画 素 行 若 し く は 画 素 列 ） の 駆 動 電 圧 極 性
を 異 な ら せ 、 さ ら に フ レ ー ム 毎 に そ れ ら の 極 性 を 反 転 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 従 来 技 術 で は 、 駆 動 電 圧 の 極 性 反 転 レ ー ト が 高 く 、 こ れ に 起 因 し て 、 駆 動 回 路 は 消
費 電 力 を 多 大 に 要 す る 傾 向 が あ る 。 こ れ に 対 し 交 流 駆 動 の 形 態 を 維 持 し つ つ 省 電 力 化 を 図
っ た も の と し て 、 本 願 と 同 一 の 出 願 人 に よ り 出 願 さ れ た 特 許 文 献 １ が あ る 。 こ れ に よ る 駆
動 方 法 は 、 表 示 す べ き 画 像 の 水 平 走 査 期 間 毎 に 画 面 の 水 平 方 向 に 延 び る 複 数 の 行 電 極 を 選
択 的 に ア ク テ ィ ブ に し 、 同 画 面 の 垂 直 方 向 に 延 び る 複 数 の 列 電 極 に 前 記 画 像 の フ レ ー ム 期
間 毎 に 極 性 を 反 転 さ せ て 前 記 画 像 に 応 じ か つ 当 該 水 平 走 査 期 間 に 対 応 す る 画 素 電 圧 を そ れ
ぞ れ 供 給 す る と と も に 、 そ れ ら 画 素 電 圧 が 、 当 該 フ レ ー ム 期 間 内 の 画 面 に お い て 空 間 的 に
、 当 該 垂 直 方 向 に お い て 交 番 す る 極 性 を 呈 す る よ う に し て 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ る 画 素
を 交 流 駆 動 す る マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ っ て 、 １ の 行 電 極 に 対 応 す る 画 素 電 圧 群 と こ れ と
同 一 の 極 性 を 呈 さ せ る べ き 他 の 行 電 極 に 対 応 す る 画 素 電 圧 群 と の 供 給 タ イ ミ ン グ を 時 系 列
上 連 続 さ せ る と と も に 、 当 該 １ の 行 電 極 及 び 他 の 行 電 極 に つ い て の 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ
イ ミ ン グ に 応 答 し て そ の 対 応 す る 行 電 極 を ア ク テ ィ ブ に す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に お い て は 、 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 時 間 軸 上 の 画 素 電 圧 の 極 性 反 転 レ
ー ト を 低 下 さ せ な が ら 、 画 面 に お け る 空 間 的 な 画 素 電 圧 の 極 性 の 反 転 形 態 を 従 来 通 り の 交
流 化 パ タ ー ン に 維 持 し 、 消 費 電 力 の 削 減 を 達 成 し て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 書 籍 「 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 技 術 － ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス Ｌ Ｃ Ｄ － 」 ， 松 本
正 一 著 ， １ ９ ９ ７ 年 １ １ 月 １ ４ 日 第 ２ 刷 ・ 産 業 図 書 株 式 会 社 発 行 ， 第 ６ ９ 頁 な い し 第 ７ ４
頁
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ４ ６ ４ ７ （ 特 に 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 欄 、 図 ２ 及 び 図 ３
並 び に 段 落 番 号 ［ ０ ０ ３ １ ］ な い し ［ ０ ０ ５ ９ ］ 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 技 術 に お い て は 、 例 え ば 画 面 全 体 を 均 等 な 、 あ る グ レ ー 黒 表
示 に し よ う と し て も 、 相 対 的 に 明 と 暗 と の 横 ス ト ラ イ プ が 交 互 に 繰 り 返 し 画 面 全 体 に 現 れ
る 表 示 不 具 合 が 生 じ た り 、 さ ら に 一 方 の 極 性 で 駆 動 さ れ る 行 電 極 と こ れ に 隣 接 す る 他 方 の
極 性 で 駆 動 さ れ る 行 電 極 と の 組 毎 に 画 面 の 垂 直 方 向 に お い て 漸 減 又 は 漸 増 す る 輝 度 を 呈 す
る 表 示 不 具 合 が 生 じ る こ と が 判 明 し た 。 特 に 後 者 の 表 示 不 具 合 は 、 同 一 極 性 で 駆 動 さ せ る
行 電 極 の 数 を 増 や そ う と し た と き に は 大 き な 問 題 と な る 。 な お 、 以 下 で は 上 述 し た 表 示 不
具 合 を ア ー チ フ ァ ク ト と 呼 び 、 前 者 を ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト 、 後 者 を ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ
フ ァ ク ト と 呼 ぶ 。 請 求 項 の 記 載 に つ い て も 同 様 と す る 。
（ 目 的 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 上 述 し た ア ー チ フ ァ ク ト の 発 生 を 予 防 し つ つ 消 費 電 力 を 削 減 す
る こ と の で き る 交 流 駆 動 法 に 準 拠 し た マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 及 び 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 メ モ リ 等 の 電 子 回 路 技 術 を 活 用 し て 消 費 電 力 を 削 減 し 得 る 交 流 駆
動 法 の 多 様 化 に 寄 与 す る こ と の で き る マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 及 び 回 路 並 び に こ れ を 用 い た 液
晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 表 示 す べ き 画 像 の 水 平 走 査 期 間 毎 に
画 面 の 水 平 方 向 に 延 び る 複 数 の 行 電 極 を 選 択 的 に ア ク テ ィ ブ に し 、 同 画 面 の 垂 直 方 向 に 延
び る 複 数 の 列 電 極 に 前 記 画 像 の フ レ ー ム 期 間 毎 に 極 性 を 反 転 さ せ て 前 記 画 像 に 応 じ か つ 当
該 水 平 走 査 期 間 に 対 応 す る 画 素 電 圧 を そ れ ぞ れ 供 給 す る と と も に 、 そ れ ら 画 素 電 圧 が 、 当
該 フ レ ー ム 期 間 内 の 画 面 に お い て 空 間 的 に 、 当 該 垂 直 方 向 に お い て 交 番 す る 極 性 を 呈 す る
よ う に し て 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ る 画 素 を 交 流 駆 動 す る マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ っ て 、
一 方 の 極 性 を 呈 さ せ る べ き １ 以 上 の 行 電 極 に 対 応 す る 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ を 時
系 列 上 連 続 さ せ る 第 １ 半 ブ ロ ッ ク と 他 方 の 極 性 を 呈 さ せ る べ き １ 以 上 の 行 電 極 に 対 応 す る
画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ を 時 系 列 上 連 続 さ せ る 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク と に よ っ て 各 々 が 構
成 さ れ る 複 数 の ブ ロ ッ ク 期 間 を 時 系 列 上 連 続 さ せ て 前 記 画 像 の フ レ ー ム 期 間 を 構 成 す る と
と も に 、 前 記 行 電 極 に つ い て の 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て そ の 対 応 す る 行
電 極 を ア ク テ ィ ブ に す る 、 マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ 半 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記
画 面 上 の 配 列 順 序 に お け る 奇 数 番 目 の 行 電 極 及 び 偶 数 番 目 の 行 電 極 の う ち の 一 方 の 行 電 極
が 選 択 さ れ 、 前 記 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記 一 方 の 行 電 極 に 空 間 的 に 隣 接 す る 当 該 他 方 の
行 電 極 が 選 択 さ れ 、 前 記 ブ ロ ッ ク 期 間 を 単 位 と す る 視 覚 的 ア ー チ フ ァ ク ト を 軽 減 す る よ う
１ の フ レ ー ム 期 間 に お け る 前 記 第 １ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 及 び 前 記 第 ２ 半 ブ ロ ッ
ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 と そ れ ぞ れ 他 の フ レ ー ム 期 間 に お い て 当 該 対 応 す る 半 ブ ロ ッ ク 内 の
も の と を 異 な ら せ る 、 マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク に お い て 選 択 さ れ る 行 電 極 の 画 素
が 呈 す る 所 期 値 か ら の 輝 度 変 化 パ タ ー ン が フ レ ー ム が 替 わ る 度 に 変 え ら れ る の で 、 ブ ロ ッ
ク 毎 の ア ー チ フ ァ ク ト を 視 認 し 難 く す る こ と が で き る 。 し か も 、 画 面 に お け る 空 間 的 な 画
素 電 圧 の 極 性 の 反 転 形 態 の 交 流 化 パ タ ー ン の 維 持 及 び 時 間 軸 上 の 画 素 電 圧 の 極 性 反 転 レ ー
ト の 低 下 に よ る 消 費 電 力 の 削 減 を 同 時 に 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 態 様 に お い て 、 １ の フ レ ー ム 期 間 に お け る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク と 他 の フ レ
ー ム 期 間 に お け る 当 該 対 応 す る 半 ブ ロ ッ ク と で 行 電 極 選 択 順 序 を 逆 に す る こ と が で き る 。
こ れ に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク に お い て 選 択 さ れ る 行 電 極 の 画 素 が 呈 す る 所 期 値 か
ら の 輝 度 変 動 パ タ ー ン に お け る 増 加 又 は 減 少 傾 向 が フ レ ー ム が 替 わ る 度 に 逆 の 傾 向 に 変 え
ら れ 、 ま た フ レ ー ム が 替 わ る 度 に 当 該 輝 度 変 動 パ タ ー ン に お け る 最 大 値 及 び 最 小 値 の ラ イ
ン 位 置 が 変 わ る の で 、 ブ ロ ッ ク 毎 の ア ー チ フ ァ ク ト を よ り 視 認 し 難 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 少 な く と も ２ つ の フ レ ー ム 期 間 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電
極 選 択 順 序 が 共 に 昇 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 と こ れ に 対 応 し か つ 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ
ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 降 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 と が 存 在 す る も の と し た り 、 １
の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 昇 順 と さ
れ た ブ ロ ッ ク 期 間 の み が 用 い ら れ 、 他 の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ
ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 降 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 の み が 用 い ら れ る も の と す る こ と
も で き る 。 こ れ に よ り 、 よ り 確 実 に ア ー チ フ ァ ク ト の 視 認 性 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 表 示 す べ き 画 像 の 水 平 走 査 期 間 毎 に
画 面 の 水 平 方 向 に 延 び る 複 数 の 行 電 極 を 選 択 的 に ア ク テ ィ ブ に し 、 同 画 面 の 垂 直 方 向 に 延
び る 複 数 の 列 電 極 に 前 記 画 像 の フ レ ー ム 期 間 毎 に 極 性 を 反 転 さ せ て 前 記 画 像 に 応 じ か つ 当
該 水 平 走 査 期 間 に 対 応 す る 画 素 電 圧 を そ れ ぞ れ 供 給 す る と と も に 、 そ れ ら 画 素 電 圧 が 、 当
該 フ レ ー ム 期 間 内 の 画 面 に お い て 空 間 的 に 、 当 該 垂 直 方 向 に お い て 交 番 す る 極 性 を 呈 す る
よ う に し て 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ る 画 素 を 交 流 駆 動 す る マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ っ て 、
一 方 の 極 性 を 呈 さ せ る べ き １ 以 上 の 行 電 極 に 対 応 す る 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ を 時
系 列 上 連 続 さ せ る 第 １ 半 ブ ロ ッ ク と 他 方 の 極 性 を 呈 さ せ る べ き １ 以 上 の 行 電 極 に 対 応 す る
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画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ を 時 系 列 上 連 続 さ せ る 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク と に よ っ て 各 々 が 構
成 さ れ る 複 数 の ブ ロ ッ ク 期 間 を 時 系 列 上 連 続 さ せ て 前 記 画 像 の フ レ ー ム 期 間 を 構 成 し 、 前
記 行 電 極 に つ い て の 画 素 電 圧 群 の 各 供 給 タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て そ の 対 応 す る 行 電 極 を ア ク
テ ィ ブ に す る 、 マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ 半 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記 画 面 上 の 配
列 順 序 に お け る 奇 数 番 目 の 行 電 極 及 び 偶 数 番 目 の 行 電 極 の う ち の 一 方 の 行 電 極 が 選 択 さ れ
、 前 記 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク で は 、 前 記 一 方 の 行 電 極 に 空 間 的 に 隣 接 す る 当 該 他 方 の 行 電 極 が 選
択 さ れ 、 前 記 ブ ロ ッ ク 期 間 を 単 位 と す る 視 覚 的 ア ー チ フ ァ ク ト を 軽 減 す る よ う フ レ ー ム 期
間 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 を ブ ロ ッ ク 期 間 毎 に 昇 順 と 降
順 と で 切 り 替 え る 、 マ ト リ ク ス 駆 動 方 法 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 あ る ブ ロ ッ ク に お い て 選 択 さ れ る 行 電 極 の 画 素 が
呈 す る 所 期 値 か ら の 輝 度 変 化 パ タ ー ン が 最 小 輝 度 か ら 最 大 輝 度 へ の 上 昇 傾 向 だ っ た も の に
対 し 、 次 の ブ ロ ッ ク に お い て 当 該 輝 度 変 動 を 最 大 輝 度 か ら 最 小 輝 度 へ の 下 降 傾 向 と す る の
で 、 フ レ ー ム 内 で ブ ロ ッ ク と ブ ロ ッ ク と 境 界 部 分 の 輝 度 変 化 を 緩 や か な も の と す る こ と が
で き 、 ブ ロ ッ ク 毎 の ア ー チ フ ァ ク ト を 目 立 た な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 態 様 に お い て 、 フ レ ー ム 期 間 内 に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序
が 共 に 昇 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共
に 降 順 と さ れ た ブ ロ ッ ク 期 間 と が 混 在 す る も の と す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 よ り 確
実 に ア ー チ フ ァ ク ト 低 減 効 果 を 奏 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 １ の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共
に 昇 順 と さ れ た 昇 順 ブ ロ ッ ク 期 間 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共
に 降 順 と さ れ た 降 順 ブ ロ ッ ク 期 間 と が 交 互 に 用 い ら れ 、 他 の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 昇
順 ブ ロ ッ ク 期 間 に 対 応 す る ブ ロ ッ ク 期 間 に お け る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極
選 択 順 序 が 共 に 降 順 と さ れ 前 記 降 順 ブ ロ ッ ク 期 間 に 対 応 す る ブ ロ ッ ク 期 間 に お け る 前 記 第
１ 及 び 第 ２ 半 ブ ロ ッ ク 内 の 行 電 極 選 択 順 序 が 共 に 昇 順 と さ れ る も の と す る こ と に よ り 、 フ
レ ー ム が 替 わ る と 、 輝 度 変 化 パ タ ー ン の 山 と 谷 が 逆 転 す る こ と に な る の で 、 さ ら に ア ー チ
フ ァ ク ト を 目 立 た な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 各 態 様 に お い て 、 各 行 電 極 に お い て そ の 駆 動 極 性 が 前 記 一 方 の 極 性 に な る 頻 度 と 前
記 他 方 の 極 性 に な る 頻 度 と が 略 等 し く な る よ う に 、 連 続 す る 第 １ な い し 第 ４ の フ レ ー ム 期
間 に お い て 、 前 記 第 １ の フ レ ー ム 期 間 に 規 定 さ れ る 行 選 択 パ タ ー ン を 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー
ム 期 間 の 一 方 に 用 い 、 前 記 第 ２ の フ レ ー ム 期 間 に 規 定 さ れ る 行 選 択 パ タ ー ン を 第 ３ 及 び 第
４ フ レ ー ム 期 間 の 他 方 に 用 い 、 こ れ ら 第 １ な い し 第 ４ の フ レ ー ム 期 間 の 繰 り 返 し に よ り 又
は 前 記 第 １ な い し 第 ４ の フ レ ー ム 期 間 を 含 む フ レ ー ム 期 間 系 列 に よ っ て 前 記 画 像 を 形 成 す
る 、 と い う 形 態 に す る こ と が で き る 。 こ う す る こ と に よ っ て 、 各 行 電 極 に お い て 呈 さ れ る
一 方 と 他 方 の 極 性 の バ ラ ン ス が と れ 、 画 像 表 示 動 作 の 継 続 に よ り 各 行 電 極 が ど ち ら か の 極
性 の 電 位 に 偏 っ て し ま う こ と を 回 避 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 各 ブ ロ ッ ク 期 間 内 で 選 択 さ れ る 行 電 極 の 数 は 、 １ の フ レ ー ム 期 間 と 他 の フ レ ー ム
期 間 と で 異 な る も の と す る こ と に よ り 、 当 該 輝 度 変 化 パ タ ー ン の 変 化 周 期 を フ レ ー ム が 替
わ る 度 に 変 え る こ と が で き る の で 、 ア ー チ フ ァ ク ト の 平 均 化 が な さ れ こ れ を 視 認 し づ ら く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 選 択 さ れ る 行 電 極 の 数 が 他 の ブ ロ ッ ク 期 間 と 異 な る 特 異 ブ ロ ッ ク 期 間 を 含 む 特
定 フ レ ー ム 期 間 を 、 １ フ レ ー ム 又 は 所 定 数 フ レ ー ム 期 間 お き に 用 い る も の と し て も よ い 。
こ れ に よ り 、 特 定 フ レ ー ム 期 間 で は 他 の フ レ ー ム 期 間 に 対 し 当 該 輝 度 変 化 パ タ ー ン が 当 該
特 異 ブ ロ ッ ク 期 間 の 存 在 の た め に シ フ ト さ れ る こ と に な り 、 ア ー チ フ ァ ク ト の 平 均 化 及 び
そ の 視 認 性 の 低 下 を 図 る こ と が で き る 。 こ の 形 態 に お い て は 、 前 記 特 異 ブ ロ ッ ク 期 間 は 、
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フ レ ー ム 期 間 に お け る 先 頭 ブ ロ ッ ク 期 間 と し て 用 い ら れ る も の と す る こ と に よ り 、 確 実 に
そ の 所 期 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 各 態 様 及 び 形 態 に お い て は 、 １ の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 ブ ロ ッ ク 期 間 内
で 先 行 す る 半 ブ ロ ッ ク に お い て 選 択 さ れ る 行 電 極 は 、 次 の フ レ ー ム 期 間 に お い て 前 記 ブ ロ
ッ ク 期 間 内 で 後 続 す る 半 ブ ロ ッ ク に お い て 選 択 さ れ る 行 電 極 と さ れ る も の と す る こ と が で
き る 。 こ れ に よ り 、 上 述 し た 横 ス ト ラ イ プ の ア ー チ フ ァ ク ト を も 軽 減 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 上 記 態 様 そ の 他 の 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 実 施 例 に 基 づ き 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳
し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に お け る マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 の 概 略 的 構
成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 に お い て 、 こ の マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 １ ０ は 、 所 定 の 表 示 領 域 内 に 画 素 駆 動 用 能 動 素 子
と し て 例 え ば 電 界 効 果 型 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） ２ １ が 各 画 素 に 対 応 し て 配 置 さ れ
た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） 装 置 の 表 示 パ ネ ル ２ ０ を 駆 動 す る よ う に 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 表 示 パ ネ ル ２ ０ に お い て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ は Ｙ 行 Ｘ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２
１ の ゲ ー ト 電 極 は 、 行 毎 に 当 該 表 示 領 域 を 横 す な わ ち 水 平 方 向 に 平 行 に 走 る ゲ ー ト バ ス ラ
イ ン （ 以 下 、 ゲ ー ト ラ イ ン と 略 称 す る ） に 接 続 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ソ ー ス 電 極 は 、 列 毎 に
当 該 表 示 領 域 を 縦 す な わ ち 垂 直 方 向 に 平 行 に 走 る ソ ー ス バ ス ラ イ ン （ 以 下 、 ソ ー ス ラ イ ン
と 略 称 す る ） に 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ド レ イ ン 電 極 は 、 個 々 に 画 素 電 極 ２ ３ に 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 表 示 パ ネ ル ２ ０ は さ ら に 、 画 素 電 極 ２ ３ に 対 向 し 間 隙 を も っ て 配 さ れ る 共 通 電 極 ２ ５ を
備 え て い る 。 か か る 間 隙 に は 、 図 示 せ ぬ 液 晶 媒 体 が 封 入 さ れ て お り 、 共 通 電 極 ２ ５ は 、 こ
こ で は 当 該 表 示 領 域 の 全 域 に わ た り 延 在 し て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ は 、 ゲ ー ト ラ イ ン を 通 じ て
供 給 さ れ る 行 電 極 信 号 と し て の ゲ ー ト 信 号 に よ り 行 毎 に 選 択 的 に オ ン と な る 一 方 、 オ ン と
さ れ た 各 Ｔ Ｆ Ｔ に 対 し て ソ ー ス ラ イ ン を 通 じ て 供 給 さ れ る 列 電 極 信 号 と し て の ソ ー ス 信 号
の レ ベ ル に よ り 表 示 す べ き 画 素 情 報 に 応 じ た 駆 動 状 態 に さ せ ら れ る 。 画 素 電 極 ２ ３ に は 、
か か る 駆 動 状 態 に 応 じ た 電 位 が そ の ド レ イ ン 電 極 に よ り 与 え ら れ る 。 こ の 画 素 電 極 電 位 と
共 通 電 極 ２ ５ に 供 給 さ れ る 電 圧 レ ベ ル と の 差 に よ っ て 定 ま る 強 度 の 電 界 に よ り 、 液 晶 媒 体
の 配 向 が 画 素 電 極 毎 に 制 御 さ れ る 。 よ っ て 液 晶 媒 体 は 、 画 素 毎 に そ の 画 素 情 報 に 応 じ て 図
示 せ ぬ バ ッ ク ラ イ ト シ ス テ ム か ら の 背 面 照 射 光 や 正 面 側 か ら の 外 光 を 変 調 す る こ と が で き
る 。 か か る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 基 本 的 構 成 に 関 す る 詳 細 は 、 種 々 様 々 な 文 献 で 周 知 で あ る の
で 、 こ こ で は こ れ 以 上 の 説 明 は し な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 駆 動 回 路 １ ０ は 、 そ の 前 段 回 路 で あ る タ イ ミ ン グ 制 御 及 び 電 圧 生 成 回 路 ３ ０ と 、 画 像 デ
ー タ 記 憶 用 メ モ リ ４ ０ と 、 列 駆 動 手 段 と し て の ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ０ と 、 行 駆 動 手 段 と し て
の ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ ０ と を 備 え る 基 本 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 及 び 電 圧 生 成 回 路 ３ ０ は 、 図 示 せ ぬ 信 号 供 給 手 段 か ら の 赤 （ Ｒ ） ， 緑 （
Ｇ ） 及 び 青 （ Ｂ ） 用 の 各 画 像 デ ー タ 信 号 “ data” 、 ド ッ ト ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ 及 び 水 平 及
び 垂 直 同 期 信 号 を 含 む 同 期 信 号 Ｓ ｙ ｎ ｃ を 受 信 し 、 当 該 画 像 デ ー タ 信 号 を メ モ リ ４ ０ に 転
送 す る と と も に 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ 及 び 同 期 信 号 Ｓ ｙ ｎ ｃ に 基 づ い て 、 メ モ リ ４ ０ を 制
御 す る た め の メ モ リ 制 御 信 号 Ｍ ｃ と 、 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ０ を 同 期 動 作 さ せ る ラ ッ チ 信 号 Ｓ
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ｔ と 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ ０ を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 Ｇ ｃ と を 生 成 す る 。 こ の 回 路 ３ ０ は
ま た 、 表 示 パ ネ ル ２ ０ に お け る 共 通 電 極 ２ ５ に 供 給 す る た め の 電 圧 信 号 Ｖ comを 生 成 す る
。 回 路 ３ ０ は 他 に も 、 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ０ 及 び ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ ０ に お い て 用 い ら れ る 基
準 電 圧 等 を 生 成 し 供 給 す る が 、 本 例 で は 簡 明 と す る た め に 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 メ モ リ ４ ０ は 、 回 路 ３ ０ か ら の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 画 像 デ ー タ 信 号 を 受 信 し そ れ ら を 水 平 走 査
期 間 毎 に 順 次 各 々 の 色 に つ い て 記 憶 す る と と も に 、 回 路 ３ ０ か ら の メ モ リ 制 御 信 号 に 基 づ
い て 、 後 述 す る 本 発 明 特 有 の デ ー タ 処 理 （ 時 系 列 操 作 処 理 ） を 施 す 。 か か る デ ー タ 処 理 の
施 さ れ た 画 像 デ ー タ 信 号 “ data′ ” は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ０ に 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ０ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 画 像 デ ー タ 信 号 各 々 に つ い て の デ ィ ジ タ ル － ア ナ
ロ グ 変 換 器 を 有 し て お り 、 各 色 の 画 像 デ ー タ 信 号 は 水 平 走 査 期 間 毎 に ア ナ ロ グ 変 換 さ れ 、
１ つ の 水 平 走 査 期 間 に お い て 表 示 す べ き 画 素 情 報 片 群 （ す な わ ち １ ラ イ ン 分 の 画 素 情 報 ）
を 担 う 画 素 信 号 群 が 各 色 に つ き 生 成 さ れ る 。 こ れ ら 画 素 信 号 は 、 ソ ー ス 信 号 と し て 次 の 水
平 走 査 期 間 が 到 来 す る ま で 保 持 さ れ る と と も に 、 対 応 す る ソ ー ス ラ イ ン に 供 給 さ れ る 。 な
お 、 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ０ に 供 給 さ れ る ラ ッ チ 信 号 Ｓ ｔ が 、 ア ナ ロ グ 変 換 や ソ ー ス ラ イ ン へ
の 電 圧 供 給 等 の 表 示 動 作 に お け る 水 平 走 査 期 間 そ の 他 の 必 要 な タ イ ミ ン グ の 基 礎 を 担 っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ ０ は 、 回 路 ３ ０ か ら の 制 御 信 号 Ｇ ｃ に 応 じ た 形 態 に て 、 表 示 パ ネ ル ２
０ に お け る ゲ ー ト ラ イ ン を 選 択 的 に ア ク テ ィ ブ に す べ く 、 例 え ば 所 定 の 高 電 圧 を バ ス ラ イ
ン に 選 択 的 に 供 給 す る 。 ア ク テ ィ ブ に さ れ た ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 応 す る 各 Ｔ Ｆ Ｔ を オ
ン 状 態 に し こ れ ら Ｔ Ｆ Ｔ に 供 給 さ れ る ソ ー ス 信 号 に よ る 当 該 １ ラ イ ン 分 の Ｔ Ｆ Ｔ の 同 時 駆
動 を 可 能 と す る 。 こ れ に よ り 、 ア ク テ ィ ブ に さ れ た ゲ ー ト ラ イ ン に 対 応 す る 行 の 画 素 が 同
時 に 上 記 １ ラ イ ン 分 の 画 素 情 報 に 応 じ て 光 学 変 調 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 回 路 ３ ０ か ら
の 制 御 信 号 Ｇ ｃ に よ る ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ ０ の 制 御 形 態 の 詳 細 は 後 述 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 駆 動 回 路 １ ０ の 動 作 を 説 明 す る が 、 本 実 施 例 特 有 の 動 作 を 説 明 す る 前 に 、 本 実 施
例 の 基 礎 を な す 技 術 に よ る 動 作 の 一 例 を 先 ず 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ は 、 後 者 基 礎 技 術 に よ る 駆 動 回 路 １ ０ の 動 作 を 概 略 的 に 示 し て い る 。 こ こ で 示 さ れ
る よ う に 、 画 像 デ ー タ 信 号 “ data” は 、 表 示 パ ネ ル ２ ０ の 表 示 領 域 に お け る 上 の 行 か ら 下
の 行 へ と ラ イ ン 番 号 が イ ン ク リ メ ン ト さ れ る 場 合 に 、 フ レ ー ム 期 間 の 開 始 か ら １ 番 目 の ラ
イ ン の 画 素 デ ー タ ， ２ 番 目 の ラ イ ン の 画 素 デ ー タ ， ３ 番 目 の ラ イ ン の 画 素 デ ー タ ， … と い
う 順 序 で メ モ リ ４ ０ に 転 送 さ れ て 来 る 。 こ の よ う な 線 順 次 の 画 像 デ ー タ 列 信 号 は 、 メ モ リ
４ ０ に お い て 、 そ の 転 送 さ れ て 来 る 順 番 で （ す な わ ち 線 順 次 の ま ま ） ラ イ ン 毎 に 記 憶 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 メ モ リ ４ ０ は 、 こ の よ う に 記 憶 さ れ た 画 像 デ ー タ 信 号 を 回 路 ３ ０ か ら の 制 御 信 号 Ｍ ｃ に
基 づ い て 時 系 列 操 作 処 理 を 施 し つ つ 読 み 出 す 。 基 礎 技 術 も 、 後 に 説 明 さ れ る 種 々 の 本 発 明
に よ る 実 施 例 に よ る も の も 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う な い わ ゆ る 行 間 交 流 駆 動 を 指 向 す る 。 こ
の 駆 動 に お い て は 、 こ の 図 の （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 画 像 の １ フ レ ー ム 期 間 に お け る 画
面 内 で は 、 例 え ば １ 番 目 の ラ イ ン （ 行 ） の 画 素 に つ い て は 負 極 性 に 駆 動 し 、 ２ 番 目 の ラ イ
ン の 画 素 に つ い て は 正 極 性 に 駆 動 し 、 ３ 番 目 の ラ イ ン の 画 素 に つ い て は 負 極 性 に 駆 動 し 、
… と い う 形 で 、 １ 行 毎 に 交 番 す る 極 性 分 布 を 呈 す る 。 ま た 、 次 の フ レ ー ム 期 間 に お い て は
、 同 図 （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 １ 番 目 の ラ イ ン の 画 素 に つ い て は 正 極 性 に 駆 動 し 、 ２ 番
目 の ラ イ ン の 画 素 に つ い て は 負 極 性 に 駆 動 し 、 ３ 番 目 の ラ イ ン の 画 素 に つ い て は 正 極 性 に
駆 動 し 、 … と い う 交 番 極 性 分 布 を 維 持 す る も の の 、 そ れ ぞ れ の 行 は 前 の フ レ ー ム と は 異 な
る 極 性 で 駆 動 す る 。 そ し て こ の （ ａ ） の 駆 動 パ タ ー ン と （ ｂ ） の 駆 動 パ タ ー ン と の 交 互 の
繰 り 返 し の 形 態 に よ っ て 行 間 交 流 駆 動 が 達 成 さ れ る 。 図 ３ に 示 さ れ る 画 面 内 の 空 間 的 極 性
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反 転 分 布 自 体 は 上 記 非 特 許 文 献 １ な ど で 知 ら れ て お り 、 こ の よ う な 画 面 内 に お け る 各 画 素
の 空 間 的 な 極 性 反 転 態 様 を 実 現 す る の に 、 当 該 画 面 の 上 か ら 下 に 順 番 に 各 行 を 選 択 し つ つ
、 例 え ば そ の 選 択 し た 行 に 対 応 す る 極 性 の 画 素 デ ー タ を ソ ー ス ド ラ イ バ に 供 給 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 実 施 例 及 び そ の 基 礎 技 術 に お い て は 、 画 面 の 上 か ら 下 に 順 番 に 各 行 を 選 択
す る の で は な く 、 同 一 極 性 と す べ き 画 素 行 を 時 系 列 的 に 連 続 さ せ て 選 択 し 、 ソ ー ス ド ラ イ
バ ５ ０ は そ の 選 択 さ れ た 行 及 び そ の 行 に 課 さ れ た 極 性 に 従 っ て 対 応 の 画 素 デ ー タ か ら ア ナ
ロ グ の ソ ー ス 信 号 へ の 変 換 を な す 。 そ し て 電 圧 生 成 回 路 ３ ０ も 、 か か る 課 さ れ た 極 性 に 適
合 す る よ う な 極 性 で 共 通 電 極 ２ ５ の 印 加 電 圧 Ｖ comを 生 成 す る 。 図 ３ か ら 分 か る よ う に 、
奇 数 番 目 の ラ イ ン の 画 素 は 、 フ レ ー ム 期 間 が 替 わ っ て も 互 い に 同 極 性 に 駆 動 さ れ る べ き も
の で あ り 、 同 様 に 、 偶 数 番 目 の ラ イ ン の 画 素 も 、 フ レ ー ム 期 間 が 替 わ っ て も 互 い に 同 極 性
に 駆 動 さ れ る べ き も の で あ る 。 基 礎 技 術 に お い て は 、 基 本 的 に 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、
“ data” 系 列 に お け る 奇 数 番 目 の ３ つ の ラ イ ン の 画 素 デ ー タ を 、 連 続 す る ラ イ ン の 画 素 デ
ー タ と な る よ う に 、 ま た 偶 数 番 目 の ３ つ の ラ イ ン の 画 素 デ ー タ を 、 連 続 す る ラ イ ン の 画 素
デ ー タ と な る よ う に 、 時 間 軸 上 で 移 し 替 え て い る （ 破 線 矢 印 及 び 実 線 矢 印 参 照 ） 。 こ れ に
よ り 、 “ data′ ” 系 列 の よ う に 、 い ず れ も 一 方 の 極 性 （ 例 え ば ＋ ） に 駆 動 さ れ る 偶 数 番 目
の ラ イ ン の 画 素 デ ー タ が ３ ラ イ ン 分 時 系 列 上 連 続 し 、 こ れ に 続 き い ず れ も 他 方 の 極 性 （ －
） に 駆 動 さ れ る 奇 数 番 目 の ラ イ ン の 画 素 デ ー タ が ３ ラ イ ン 分 時 系 列 上 連 続 す る 。 な お 、 図
２ は 、 デ ー タ 系 列 “ data” と  “ data′ ” と の 間 に 実 時 間 上 の 関 連 性 を 持 た せ て お ら ず 、
簡 明 と す る た め に 主 と し て 視 覚 的 に 理 解 で き る よ う に そ の 移 し 替 え の 様 子 を 示 し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 時 系 列 上 の 画 素 デ ー タ の 移 し 替 え 又 は 配 置 替 え 操 作 を 行 う こ と に よ り 、 結 果
的 に フ レ ー ム 期 間 の 開 始 か ら ２ 番 目 （ ＋ ） ， ４ 番 目 （ ＋ ） ， ６ 番 目 ｎ （ ＋ ） ， １ 番 目 （ －
） ， ３ 番 目 （ － ） ， ５ 番 目 ｎ （ － ） ， … と い う ラ イ ン 順 の 画 像 デ ー タ 系 列 “ data′ ” を 得
る 。 こ の 操 作 を な す た め に 、 メ モ リ ４ ０ は 、 各 ラ イ ン の 画 素 デ ー タ を 上 述 し た よ う に 時 系
列 上 で 配 置 換 え す る よ う に そ の 読 出 制 御 が な さ れ る 。 ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ０ は 、 ラ ッ チ 信 号
Ｓ ｔ す な わ ち こ こ で は 水 平 走 査 期 間 の 周 期 で 有 意 に な る レ ベ ル を 呈 す る タ イ ミ ン グ 信 号 に
基 づ き 、 そ の 有 意 レ ベ ル へ の 変 化 に 応 答 し て メ モ リ ４ ０ か ら の １ ラ イ ン 分 の 画 素 デ ー タ の
更 新 出 力 を な す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る ソ ー ス 信 号 Ｓ sigは 、 か か る 配 置 換 え 後 の 画 素 デ ー タ に 基 づ い た も の で
あ っ て ソ ー ス ラ イ ン の 任 意 の １ つ に お い て 観 測 さ れ る も の で あ る 。 こ こ で は 例 と し て 画 面
全 体 で 同 じ グ レ ー 表 示 を な す 際 に お け る レ ベ ル Ｖ ｄ 又 は － Ｖ ｄ （ す な わ ち 、 ノ ー マ リ ホ ワ
イ ト タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル で 黒 表 示 で あ れ ば Ｖ ｄ 又 は － Ｖ ｄ の 最 大 値 ） が 、 ソ ー ス 信 号
Ｓ sigの レ ベ ル と し て 示 さ れ て い る 。 ソ ー ス 信 号 Ｓ sigは 、 極 性 を 同 じ く す る ３ ラ イ ン の 画
素 デ ー タ の 組 に 基 づ い て い る た め に 、 ３ 水 平 走 査 周 期 （ ３ Ｈ ） 毎 に 反 転 す る 。 上 記 共 通 電
極 ２ ５ に 供 給 さ れ る 電 圧 Ｖ comも 、 駆 動 す べ き 極 性 に 応 じ て 回 路 ３ ０ に よ り ３ 水 平 走 査 周
期 毎 に 反 転 す る 交 流 電 圧 と さ れ て お り 、 ソ ー ス 信 号 Ｓ sigは こ の よ う な 交 流 電 圧 に 適 合 す
る グ レ ー レ ベ ル を 呈 す る よ う ソ ー ス ド ラ イ バ ５ ０ に よ り 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ ０ は 、 上 述 の 如 く 選 択 さ れ る ラ イ ン に 対 応 す る ゲ ー ト ラ イ ン を ア ク テ
ィ ブ に す る ス キ ャ ン 動 作 を 行 う 。 す な わ ち 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ６ ０ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 回 路
３ ０ か ら の 制 御 信 号 Ｇ ｃ に 基 づ き 、 フ レ ー ム 期 間 の 開 始 か ら ２ 番 目 （ ＋ ） ， ４ 番 目 （ ＋ ）
， ６ 番 目 ｎ （ ＋ ） ， １ 番 目 （ － ） ， ３ 番 目 （ － ） ， ５ 番 目 ｎ （ － ） ， … と い う ラ イ ン 順 で
ゲ ー ト ラ イ ン を ア ク テ ィ ブ に す る た め の ゲ ー ト 制 御 信 号 を 発 生 す る 。 図 ２ で は 、 こ の 様 子
を 制 御 信 号 Ｇ ｃ の 内 容 を 模 式 化 す る 形 で 示 し て お り 、 こ こ で 示 さ れ る 番 号 に 対 応 す る ゲ ー
ト ラ イ ン を ア ク テ ィ ブ に す る ゲ ー ト 制 御 信 号 が 発 生 さ れ る こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 次 の 第 ２ フ レ ー ム で は 図 ３ の （ ｂ ） の 空 間 的 極 性 分 布 を 実 現 す る た め に 、 極 性 を 替 え て
、 フ レ ー ム 期 間 の 開 始 か ら ２ 番 目 （ － ） ， ４ 番 目 （ － ） ， ６ 番 目 ｎ （ － ） ， １ 番 目 （ ＋ ）
， ３ 番 目 （ ＋ ） ， ５ 番 目 ｎ （ ＋ ） ， … と い う ラ イ ン 順 で ゲ ー ト ラ イ ン が ア ク テ ィ ブ に さ れ
、 こ れ に 対 応 す る ソ ー ス 信 号 が 生 成 出 力 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う な 動 作 に よ れ ば 、 同 極 性 と す べ き 各 ラ イ ン に つ い て の 画 素 情 報 供 給 及 び ス キ
ャ ン を 時 間 軸 上 連 続 さ せ る 時 系 列 操 作 処 理 が 行 わ れ る の で 、 ソ ー ス 信 号 Ｓ sig及 び 共 通 電
極 に 印 加 さ れ る 電 圧 Ｖ comの 反 転 周 期 を 長 く 、 し た が っ て 周 波 数 を 低 く す る こ と が で き る
。 こ れ に よ り 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う な 画 面 内 に お け る 画 素 駆 動 の 極 性 反 転 分 布 を 維 持 し た
ま ま 駆 動 エ ネ ル ギ す な わ ち 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 本 発 明 者 は 、 以 上 述 べ た 基 礎 技 術 で は 表 示 画 像 の 品 質 に 問 題 が 生 じ う る こ
と を 見 出 し 、 こ の 問 題 を 克 服 す る よ う さ ら に 改 良 を 加 え て 後 述 の 実 施 例 を 実 現 し た 。 問 題
の １ つ は 、 例 え ば 顕 著 な 例 と し て 画 面 全 体 を 均 等 な グ レ ー 表 示 に し よ う と す る と 、 奇 数 番
目 の 行 の 画 素 と 偶 数 番 目 の 行 の 画 素 と で 輝 度 の 差 が 生 じ 、 相 対 的 に 明 と 暗 と の 横 ス ト ラ イ
プ が 交 互 に 繰 り 返 し 画 面 全 体 に 現 れ る ア ー チ フ ァ ク ト （ ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト ） で あ る
。 ２ つ 目 は 、 同 例 に お い て 連 続 的 に 駆 動 さ れ る 奇 数 番 目 の 複 数 ラ イ ン の セ ッ ト （ 例 え ば 第
１ ， 第 ３ ， 第 ５ ラ イ ン ） 及 び こ れ に 隣 接 し 連 続 的 に 駆 動 さ れ る 偶 数 番 目 の 複 数 ラ イ ン の セ
ッ ト （ 例 え ば 第 ２ ， 第 ４ ， 第 ６ ラ イ ン ） と か ら な る ブ ロ ッ ク （ 図 ２ に お い て 示 さ れ る ６ Ｈ
の ブ ロ ッ ク ） 毎 に 、 画 面 上 当 該 ブ ロ ッ ク の 垂 直 方 向 （ ラ イ ン 直 交 方 向 ） に お い て 漸 減 又 は
漸 増 す る 輝 度 を 呈 す る ア ー チ フ ァ ク ト （ ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 い ず れ の ア ー チ フ ァ ク ト も 、 概 し て 画 素 電 極 に 呈 さ れ る べ き 所 期 の 電 位 が 何 ら か の 影 響
を 受 け て 変 動 し た こ と に 起 因 す る も の で あ り 、 特 に 画 素 電 極 の 周 辺 に 形 成 さ れ る 容 量 及 び
寄 生 容 量 を 介 し た 電 位 変 動 に よ る と こ ろ が 大 き い と 判 断 さ れ る 。 そ こ で 本 発 明 者 ら は 、 次
の よ う な 解 析 を し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ は 、 表 示 領 域 に お い て 任 意 に 選 ん だ 上 下 に 隣 接 す る ２ つ の 画 素 電 極 Ｐ １ ， Ｐ ２ 及 び
そ の 周 辺 構 成 要 素 の 概 略 的 構 成 並 び に こ れ ら に 形 成 さ れ る 容 量 及 び 等 価 容 量 を 表 し て い る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 表 示 領 域 に お い て は 、 表 示 領 域 の 横 方 向 に そ れ ぞ れ 走 る 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と 表 示 領 域
の 縦 方 向 に そ れ ぞ れ 走 る ソ ー ス ラ イ ン と が 平 面 図 上 互 い に 直 交 す る 形 で 配 列 さ れ て い る 。
画 素 電 極 は 画 素 毎 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 画 素 電 極 に 対 し 個 々 に 表 示 す べ き 画 素 情 報 に 応
じ た 電 位 付 与 を な す た め の Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ が 画 素 電 極 毎 に 設 け ら れ て い る 。 ゲ ー ト ラ イ ン は Ｔ
Ｆ Ｔ ２ １ の ゲ ー ト 電 極 が 接 続 さ れ 、 ソ ー ス ラ イ ン は 当 該 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ソ ー ス 電 極 が 接 続 さ
れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ の ド レ イ ン 電 極 は 、 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る 。 こ こ に 示 し た 画 素 電 極 Ｐ １
， Ｐ ２ は 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ ｙ ， Ｇ ｙ ＋ １ ， Ｇ ｙ ＋ ２ と ソ ー ス ラ イ ン Ｓ ｘ ， Ｓ ｘ ＋ １ と に よ
り 画 定 さ れ る ２ つ の 領 域 内 に 又 は 同 領 域 に 対 応 づ け て 形 成 さ れ る 。 表 示 領 域 に お い て は ま
た 、 各 画 素 電 極 に よ り 形 成 さ れ る 主 た る 容 量 （ Ｃ LC） と と も に 表 示 用 に 使 わ れ る 蓄 積 容 量
（ い わ ゆ る ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ ） Ｃ csが 画 素 毎 に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら 蓄 積 容 量 は 、
表 示 領 域 の 横 方 向 に 延 在 す る バ ス ラ イ ン （ 以 下 、 Ｃ ｓ ラ イ ン と 呼 ぶ ） に よ り 共 通 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 か か る 構 成 に お い て 、 画 素 電 極 周 辺 に は 主 と し て 次 の 容 量 が 形 成 さ れ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ｃ LC： 画 素 電 極 と 共 通 電 極 （ 図 １ に 示 さ れ る 電 極 ２ ５ ） と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 Ｃ gbnext： 画 素 電 極 と 当 該 画 素 電 極 を 駆 動 す る た め の ゲ ー ト ラ イ ン の 前 に 配 置 さ れ る ゲ
ー ト ラ イ ン と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｃ cs： 上 記 蓄 積 容 量 （ 画 素 電 極 と Ｃ ｓ ラ イ ン と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量 ）
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 Ｃ s-pixelL： 画 素 電 極 と そ の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス 電 極 が 接 続 さ れ る ソ
ー ス ラ イ ン （ 図 ４ で は 画 素 電 極 の 左 側 の ソ ー ス ラ イ ン ） と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ｃ s-pixelR： 画 素 電 極 と 上 記 ソ ー ス ラ イ ン 以 外 の 隣 接 ソ ー ス ラ イ ン （ 図 ４ で は 画 素 電 極
の 右 側 の ソ ー ス ラ イ ン ） と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 Ｃ sdTFT： Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量
【 ０ ０ ５ １ 】
　 Ｃ g-pixel： 画 素 電 極 と そ の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 が 接 続 さ れ る ゲ
ー ト ラ イ ン （ 図 ４ で は 画 素 電 極 の 下 側 の ゲ ー ト ラ イ ン ） と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 Ｃ gdTFT： Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 と ド レ イ ン 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 Ｃ dd： 画 素 電 極 と 当 該 画 素 電 極 を 駆 動 す る た め の ゲ ー ト ラ イ ン の 前 と 後 に 配 置 さ れ る ゲ
ー ト ラ イ ン に よ り 駆 動 さ れ る （ 上 下 ） 画 素 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ る 容 量
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 図 ４ で は 、 画 素 電 極 Ｐ １ に 関 す る も の と 画 素 電 極 Ｐ ２ に 関 す る も の と を 区 別 す る
た め の 添 え 字 を 上 記 各 容 量 を 表 す 記 号 に 付 し て 示 し て い る が 、 か か る 区 別 を 要 し な い 場 合
は 適 宜 そ の 添 え 字 を 省 略 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 述 し た 例 に 従 え ば 、 図 ２ か ら 分 か る よ う に 、 ソ ー ス 信 号 Ｓ sig及 び 共 通 電 極 信 号 Ｖ com
は 、 フ レ ー ム の 開 始 か ら 少 な く と も １ ラ イ ン 分 の 一 方 の 極 性 の 駆 動 期 間 と こ れ に 続 く 少 な
く と も １ ラ イ ン 分 の 他 方 の 極 性 の 駆 動 期 間 と を 繰 り 返 し て い る 。 こ の 連 続 す る ２ つ の 期 間
の ペ ア を 以 下 で は ブ ロ ッ ク と 称 す る 。 言 い 換 え る と 、 ソ ー ス 信 号 Ｓ sig及 び 共 通 電 極 信 号
Ｖ comは 、 フ レ ー ム の 開 始 か ら ブ ロ ッ ク 毎 に 一 方 と 他 方 の ２ つ の 極 性 を 呈 し 、 ブ ロ ッ ク 前
半 に お い て 一 方 極 性 、 ブ ロ ッ ク 後 半 に お い て 他 方 極 性 を そ れ ぞ れ ３ ラ イ ン 分 又 は １ ラ イ ン
分 持 続 さ せ て い る 。 ま た 、 第 １ フ レ ー ム に お い て ブ ロ ッ ク 前 半 及 び 後 半 に 規 定 さ れ た ソ ー
ス 信 号 Ｓ sig及 び 共 通 電 極 信 号 Ｖ comの 極 性 は 、 第 ２ フ レ ー ム に お い て そ れ ぞ れ 逆 の 極 性 と
さ れ る 。 Ｃ ｓ ラ イ ン に は 、 共 通 電 極 信 号 Ｖ comと 同 様 に レ ベ ル 変 化 す る 信 号 が 供 給 さ れ る
。 こ れ に よ り 、 Ｃ LCと 同 様 の 機 能 を 蓄 積 容 量 Ｃ ｓ に も 持 た せ 、 画 素 情 報 の 保 持 能 力 を 倍 加
さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
[画 素 電 極 の 電 位 変 動 の 考 え 方 ]
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う な 画 素 電 極 及 び こ れ に 形 成 さ れ る 各 種 容 量 の 関 係 を 書 き 直 す と 、 図
５ の よ う に な る 。 例 え ば 画 素 電 極 Ｐ １ に は 、 上 述 し た Ｃ LC， Ｃ gbnext， Ｃ cs， … ， Ｃ ddの
容 量 の 一 端 が 結 合 し 、 こ れ ら 容 量 そ れ ぞ れ の 他 端 に お い て は そ れ ぞ れ の 電 位 Ｖ LC， Ｖ gbne
xt， Ｖ cs， … ， Ｖ ddが 与 え ら れ る こ と に な る 。 画 素 電 極 Ｐ １ に お け る 電 位 を Ｖ １ と す る と
、 画 素 電 極 Ｐ １ の 総 電 荷 Ｑ １ は 、
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 　 Ｑ １ ＝ Ｃ LC（ Ｖ １ － Ｖ LC） ＋ Ｃ gbnext（ Ｖ １ － Ｖ gbnext） ＋ Ｃ cs（ Ｖ １ － Ｖ cs） ＋ …
＋ Ｃ dd（ Ｖ １ － Ｖ dd）
… （ １ ）
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 、 Ｖ ddが Ｖ dd′ に 変 化 し た 場 合 、 そ の 時 の 画 素 電 極 Ｐ １ の 総 電 荷 を Ｑ １ ′ と し 、
ま た こ の 変 化 に 伴 っ て 画 素 電 極 Ｐ １ の 電 位 が Ｖ １ ′ に 変 化 し た と す る と 、
【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 　 Ｑ １ ′ ＝ Ｃ LC（ Ｖ １ ′ － Ｖ LC） ＋ Ｃ gbnext（ Ｖ １ ′ － Ｖ gbnext） ＋ Ｃ cs（ Ｖ １ ′ － Ｖ
cs） ＋ … ＋ Ｃ dd（ Ｖ １ ′ － Ｖ dd′ ）
… （ ２ ）
と な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 電 荷 保 存 則 に よ り 、 Ｑ １ ′ ＝ Ｑ １ で あ り 、 Ｑ １ ′ － Ｑ １ ＝ ０ で あ る 。 し た が っ て 、 上 記
２ つ の 式 か ら 、
【 ０ ０ ６ １ 】
　 　 （ Ｃ LC＋ Ｃ gbnext＋ Ｃ cs＋ … ＋ Ｃ dd） （ Ｖ １ ′ － Ｖ １ ） ＋ Ｃ dd（ Ｖ dd－ Ｖ dd′ ） ＝ ０
… （ ３ ）
を 導 く こ と が で き る 。
よ っ て 、 Ｃ ddの 端 部 電 位 Ｖ ddが Ｖ dd′ に 変 化 し た と き の 画 素 電 極 Ｐ １ の 電 位 変 化 分 Ｖ １ ′
－ Ｖ １ は 、
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 　 Ｖ １ ′ － Ｖ １ ＝ ｛ Ｃ dd／ （ Ｃ LC＋ Ｃ gbnext＋ Ｃ cs＋ … ＋ Ｃ dd） ｝ × （ Ｖ dd′ － Ｖ dd）
… （ ４ ）
と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ こ で 、 Ｃ total＝ Ｃ LC＋ Ｃ gbnext＋ Ｃ cs＋ … ＋ Ｃ ddと お き 、 ま た 、 Ｖ １ ′ － Ｖ １ は Ｖ d
dが Ｖ dd′ に 変 化 し た こ と に よ る 画 素 電 極 Ｐ １ に お け る 所 望 の 電 圧 Ｖ １ に 対 す る 変 動 分 で
あ る が 、 電 圧 ロ ス を Ｖ lossと し 、 Ｖ １ ′ ＝ Ｖ １ － Ｖ lossと お く と 、
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 　 Ｖ loss＝ － （ Ｖ １ ′ － Ｖ １ ） ＝ (Ｃ dd／ Ｃ total)× （ Ｖ dd－ Ｖ dd′ ）
… （ ５ ）
と な る 。 こ の こ と か ら 、 外 乱 電 位 変 動 分 に 相 当 す る Ｖ dd－ Ｖ dd′ に よ り 画 素 電 極 Ｐ １ が 受
け る 電 圧 ロ ス は 、 Ｖ dd－ Ｖ dd′ に 、 画 素 電 極 Ｐ １ に 結 合 す る 容 量 の 総 和 の 値 （ Ｃ total）
に 対 す る 当 該 外 乱 電 位 変 動 の 生 じ た 容 量 （ Ｃ dd） の 値 の 比 （ Ｃ dd／ Ｃ total） を 乗 ず る こ
と に よ っ て 求 め ら れ る こ と が 分 か る 。 外 乱 電 位 変 動 を 生 じ う る 他 の 容 量 に つ い て の 画 素 電
極 の 電 圧 ロ ス も 同 様 に 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 実 際 に は １ の 画 素 電 極 に 対 し 上 下 ２ つ の 隣 接 画 素 電 極 が 存 在 す る の で 、 当 該 １ の
画 素 電 極 が 当 該 隣 接 画 素 電 極 に よ り ど の よ う な 電 位 変 動 の 影 響 が あ る か を 考 え る と き に は
、 こ れ ら 隣 接 画 素 電 極 両 方 の Ｃ ddす な わ ち ２ Ｃ ddを 反 映 さ せ な け れ ば な ら な い 。 し た が っ
て 、 上 記 式 （ ５ ） は 、
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 　 Ｖ loss＝ － （ Ｖ １ ′ － Ｖ １ ） ＝ (２ Ｃ dd／ Ｃ total)× （ Ｖ dd－ Ｖ dd′ ）
… （ ６ ）
と 書 き 改 め ら れ る 。
[Ｃ ddの 影 響 の 考 察 ]
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ２ の 基 礎 技 術 に よ る 例 で は 、 ブ ロ ッ ク 内 で 偶 数 ラ イ ン の 画 素 を 駆 動 し た 後 に 奇 数 ラ イ
ン の 画 素 を 駆 動 す る 形 態 が 採 ら れ て い る 。 こ こ で 画 素 を 駆 動 す る と は 、 当 該 画 素 の 画 素 電
極 に 表 示 す べ き 画 素 情 報 に 応 じ た 電 位 を 付 与 す る こ と を 意 味 し 、 以 下 で は 適 宜 、 画 素 若 し
く は 画 素 電 極 又 は ラ イ ン に 情 報 を 書 き 込 む 、 又 は こ れ ら の 書 き 込 み を す る 、 と い う 表 現 又
は こ れ に 実 質 的 に 等 し い 表 現 を 用 い る 。 す な わ ち 、 基 礎 技 術 に お い て は 、 ブ ロ ッ ク に お い
て 先 に 偶 数 ラ イ ン に 画 素 情 報 が 書 き 込 ま れ そ の 後 に 奇 数 ラ イ ン に 画 素 情 報 が 書 き 込 ま れ る
。 ブ ロ ッ ク 内 に お け る 偶 数 ラ イ ン と 奇 数 ラ イ ン と は 互 い に 空 間 的 に 隣 接 し て い る の で 、 ブ
ロ ッ ク 内 で 先 に 書 き 込 ま れ た ラ イ ン （ 以 下 、 先 書 ラ イ ン と 言 う 。 例 え ば 第 ２ ， 第 ４ ， 第 ６
ラ イ ン ） の 画 素 電 極 は 、 後 に 書 き 込 ま れ る ラ イ ン （ 以 下 、 後 書 ラ イ ン と 言 う 。 例 え ば 第 １
， 第 ３ ， 第 ５ ラ イ ン ） の 書 き 込 み に よ る Ｃ dd末 端 電 位 変 化 の 影 響 を 受 け 、 当 該 影 響 を 受 け
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た 状 態 は 次 の フ レ ー ム で 当 該 先 書 ラ イ ン に 再 度 書 き 込 み が な さ れ る ま で 、 し た が っ て ほ ぼ
１ フ レ ー ム に わ た り 続 く こ と に な る 。 当 該 先 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 に と っ て は 、 そ の 上 下 に
隣 接 す る 後 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 に 与 え ら れ た 電 位 Ｖ ｄ が － Ｖ ｄ に 変 化 し た こ と （ 図 ２ 参 照
） が 外 乱 電 位 変 動 と な り 、 こ れ が Ｃ ddを 介 し て 当 該 先 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 に 電 位 変 動 を も
た ら す こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 し た が っ て 、 先 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 が 受 け る 電 圧 ロ ス Ｖ loss_Cdd_Fは 、 上 記 式 （ ６ ） に
倣 い 、
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
と な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 方 、 後 書 ラ イ ン （ 第 １ ， 第 ３ ， 第 ５ ラ イ ン 等 ） は 、 そ の 書 き 込 ま れ た 所 期 の 状 態 が 次
の フ レ ー ム で 先 書 ラ イ ン （ 第 ２ ， 第 ４ ， 第 ６ ラ イ ン 等 ） が 新 た に 書 き 込 ま れ る ま で 、 し た
が っ て ほ ぼ １ フ レ ー ム に わ た っ て 持 続 す る 。 後 書 ラ イ ン は 、 同 ブ ロ ッ ク 内 の 隣 接 す る 先 書
ラ イ ン が 次 の フ レ ー ム に お い て ブ ロ ッ ク 前 半 で 書 き 込 ま れ た 時 に 当 該 先 書 ラ イ ン の 書 き 込
み に よ る Ｃ dd末 端 電 位 変 化 の 影 響 を 受 け る も の の 、 直 後 の ブ ロ ッ ク 後 半 に お い て 直 ぐ に 新
た な 画 素 情 報 が 書 き 込 ま れ る の で 、 そ の 影 響 は ほ ぼ 皆 無 に 等 し い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 し た が っ て 、 後 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 が 受 け る 電 圧 ロ ス Ｖ loss_Cdd_Lは 、
【 数 ２ 】
　
　
　
と す る こ と が で き る 。
[Ｃ sbpixelL/R， Ｃ sdTFTの 影 響 の 考 察 ]
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ソ ー ス ラ イ ン の 電 位 は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ブ ロ ッ ク 前 半 か ら ブ ロ ッ ク 後 半 へ 切 り
替 わ る と き に Ｖ ｄ か ら － Ｖ ｄ に 変 化 し 、 ま た 、 ブ ロ ッ ク 後 半 か ら 次 の ブ ロ ッ ク 前 半 へ 切 り
替 わ る と き に － Ｖ ｄ か ら Ｖ ｄ に 変 化 す る 。 す な わ ち 半 ブ ロ ッ ク 毎 に ソ ー ス ラ イ ン の 電 位 が
反 転 す る 。 ソ ー ス ラ イ ン は 、 全 て の ラ イ ン の 書 き 込 み に 使 わ れ る の で 、 一 旦 あ る ラ イ ン の
書 き 込 み が な さ れ た 後 は 、 そ の ラ イ ン の 画 素 電 極 は 、 次 の フ レ ー ム に お い て 新 た な 書 き 込
み （ 更 新 ） が な さ れ る ま で 、 ソ ー ス ラ イ ン の 電 位 反 転 に よ る Ｃ sbpixelL， Ｃ sbpixelR， Ｃ
sdTFTの 各 末 端 電 位 変 化 の 影 響 を 受 け る こ と に な る 。 あ る １ つ の 書 き 込 ん だ ラ イ ン の 画 素
電 極 が ど の 程 度 影 響 を 受 け る か は 、 そ の ラ イ ン の 更 新 ま で に 当 該 ラ イ ン の 極 性 と は 異 な る
極 性 の 電 位 が 他 の ラ イ ン に つ い て ソ ー ス ラ イ ン に 何 回 掛 け ら れ た か 、 す な わ ち 逆 極 性 駆 動
回 数 に 拠 る 。 な お 、 逆 極 性 駆 動 回 数 だ け を 考 慮 に 入 れ る の は 、 当 該 ラ イ ン の 極 性 と 同 一 極
性 の 電 位 が 他 の ラ イ ン に つ い て ソ ー ス ラ イ ン に 掛 け ら れ る 場 合 は 、 変 動 を 受 け た 画 素 電 極
電 位 と 共 通 電 極 － ソ ー ス ラ イ ン 間 電 位 差 と の 差 が 小 さ い の で 、 こ の 場 合 に よ る 画 素 電 極 に
お け る 電 荷 移 動 は 極 め て 少 な い と 考 え ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 点 を 考 え る た め に 、 図 ６ を 参 照 す る 。 図 ６ は 図 ２ の 例 と 同 じ 基 礎 技 術 に よ る 駆 動 形
態 を 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム の 双 方 に つ き そ れ ぞ れ 表 形 式 で 示 し た も の で あ る 。 左 端 の １ か
ら ３ ２ ま で の 行 番 号 は 表 示 領 域 に お い て 空 間 的 に 配 さ れ る ラ イ ン 番 号 を 示 し 、 上 端 に は 半
ブ ロ ッ ク 毎 の ラ イ ン 番 号 を 示 し て お り 、 縦 に 「 ２ ， ４ ， ６ 」 ， 「 １ ， ３ ， ５ 」 ， 「 ８ ， １
０ ， １ ２ 」 ， … で 示 さ れ る 半 ブ ロ ッ ク の 順 に （ 図 の 左 か ら 右 へ ） 時 系 列 上 半 ブ ロ ッ ク 及 び
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ブ ロ ッ ク が 遷 移 し て い く こ と を 示 し 、 半 ブ ロ ッ ク 内 で 示 さ れ た ラ イ ン 番 号 を 上 か ら 下 へ 辿
る こ と に よ り ラ イ ン の 選 択 順 が 分 か る 。 一 方 極 性 駆 動 期 間 を 担 う 前 半 ブ ロ ッ ク と 他 方 駆 動
極 性 駆 動 期 間 を 担 う 後 半 ブ ロ ッ ク と の 境 界 は 点 線 で 示 さ れ 、 ブ ロ ッ ク 間 境 界 は 実 線 で 示 さ
れ て い る 。 選 択 さ れ る ラ イ ン に 対 応 す る 表 の 欄 に は 、 該 当 の 駆 動 極 性 に 対 応 す る 種 類 の 斜
線 に て ハ ッ チ ン グ が 施 さ れ て お り 、 当 該 選 択 行 が 空 間 的 に 何 処 に 位 置 す る か 、 ど ち ら の 極
性 で 駆 動 さ れ る か が 視 覚 的 に 分 か る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 先 ず 、 先 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 が ソ ー ス ラ イ ン の 電 位 変 化 に 対 し て 受 け る 影 響 を 考 え る 。
先 書 ラ イ ン は 本 例 で は 偶 数 ラ イ ン で あ る 。 図 ６ を 参 照 し て 偶 数 ラ イ ン を 要 素 と す る 半 ブ ロ
ッ ク 「 １ ４ ， １ ６ ， １ ８ 」 を 代 表 例 と す る と 、 半 ブ ロ ッ ク 単 位 で み た と き に は 、 こ の 半 ブ
ロ ッ ク に 対 し て は 、 そ の 次 の 半 ブ ロ ッ ク 「 １ ３ ， １ ５ ， １ ７ 」 な ど の 奇 数 ラ イ ン を 要 素 と
す る 半 ブ ロ ッ ク の ラ イ ン が 書 き 込 ま れ る と き に 逆 極 性 の 電 位 が ソ ー ス ラ イ ン に 掛 け ら れ 、
他 の 偶 数 ラ イ ン を 要 素 と す る 半 ブ ロ ッ ク の ラ イ ン が 書 き 込 ま れ る と き に は 同 極 性 の 電 位 が
ソ ー ス ラ イ ン に 掛 け ら れ る 。 図 ６ は こ の 様 子 を 「 逆 」 ， 「 同 」 な る 語 で 示 し て お り 、 第 ２
フ レ ー ム に お い て 同 じ 半 ブ ロ ッ ク 「 １ ４ ， １ ６ ， １ ８ 」 が 到 来 す る （ し た が っ て こ の 半 ブ
ロ ッ ク の ラ イ ン が 更 新 さ れ る ） ま で に 、 ６ つ の 半 ブ ロ ッ ク に つ い て の 逆 極 性 駆 動 が な さ れ
る こ と が 分 か る 。 こ の う ち 、 フ レ ー ム 内 で 最 終 の 半 ブ ロ ッ ク は １ ラ イ ン し か 含 ま な い の で
、 こ れ ら よ り 、 ５ × ３ ＋ １ × １ ＝ １ ６ で 、 逆 極 性 駆 動 回 数 は １ ６ ラ イ ン で あ る こ と が 分 か
る 。 こ れ は 、 表 示 に 用 い ら れ る 全 ラ イ ン 数 （ 本 例 で は ３ ２ ） の 半 分 に 等 し い 。 但 し 、 一 般
に は 全 ラ イ ン 数 は 偶 数 と は 限 ら な い の で 、 全 ラ イ ン 数 を Ｎ と し た と き に Ｉ ｎ ｔ （ Ｎ ／ ２ ）
の 値 が 逆 極 性 駆 動 の 回 数 に 相 当 す る と み な す こ と に し て い る 。 こ こ で 用 い た 関 数 Ｉ ｎ ｔ （
） は 引 数 の 値 の 整 数 部 の み を 答 え と し て 導 く も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 か か る 計 算 は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う な 第 １ フ レ ー ム の 当 該 半 ブ ロ ッ ク 直 後 か ら 第 ２ フ レ
ー ム の 同 半 ブ ロ ッ ク 直 前 ま で の 期 間 Ｑ ｆ に お い て 半 フ レ ー ム 単 位 で 逆 極 性 駆 動 回 数 を 求 め
る も の で あ る が 、 正 確 な 回 数 を 求 め る に は こ れ に 加 え 第 ２ フ レ ー ム に お け る 当 該 半 ブ ロ ッ
ク に お け る 更 新 時 の 駆 動 を 考 慮 に 入 れ な け れ ば な ら な い 。 第 ２ フ レ ー ム に お け る 半 ブ ロ ッ
ク 「 １ ４ ， １ ６ ， １ ８ 」 の 各 ラ イ ン の 画 素 電 極 は 、 第 １ フ レ ー ム に お け る も の と は 異 な る
極 性 で ソ ー ス ラ イ ン か ら 電 位 が 順 次 掛 け ら れ る 。 第 ２ フ レ ー ム の 当 該 半 ブ ロ ッ ク 内 で は 、
第 １ ４ ラ イ ン が 先 ず 逆 極 性 （ － ） に て 書 き 込 ま れ る が 、 こ の 時 第 １ ６ 及 び 第 １ ８ ラ イ ン は
依 然 と し て 同 極 性 の ま ま で あ る 。 こ の 様 子 が 図 ７ に 示 さ れ て い る 。 こ の 書 き 込 み は 、 第 １
４ ラ イ ン に と っ て は 更 新 す な わ ち 新 し い 画 素 情 報 に よ る 書 き 込 み な の で 、 対 応 の 画 素 電 極
に 所 望 の 電 位 を 掛 け る も の で あ っ て 当 該 画 素 電 極 の 電 位 エ ラ ー に は な ら な い 。 し か し な が
ら 、 第 １ ６ 及 び 第 １ ８ ラ イ ン と し て は こ の 第 １ ４ ラ イ ン が 最 初 に 逆 極 性 に な っ た こ と に よ
り 、 こ の 時 点 で 第 １ ４ ラ イ ン よ り も １ 回 分 多 く 逆 極 性 の 電 位 が ソ ー ス ラ イ ン に 印 加 さ れ た
こ と に よ る 影 響 を 受 け る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 そ の 後 に 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 第 １ ６ ラ イ ン が 逆 極 性 （ － ） に て 書 き 込 ま れ る が
、 こ の 時 も 第 １ ８ ラ イ ン は 依 然 と し て 同 極 性 の ま ま で あ る 。 こ の と き 第 １ ６ ラ イ ン に と っ
て は 更 新 で あ り 、 電 位 エ ラ ー に は 至 ら な い が 、 第 １ ８ ラ イ ン と し て は こ の 第 １ ６ ラ イ ン が
先 に 逆 極 性 に な っ た こ と に よ り 、 こ の 時 点 で 第 １ ４ ラ イ ン よ り も ２ 回 分 、 第 １ ６ ラ イ ン よ
り も １ 回 分 多 く 逆 極 性 の 電 位 が ソ ー ス ラ イ ン に 印 加 さ れ た こ と に よ る 影 響 を 受 け る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 し た が っ て 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 第 １ ８ ラ イ ン が 第 １ フ レ ー ム と は 逆 の 極 性 （ － ） で
書 き 込 ま れ 当 該 半 ブ ロ ッ ク の 更 新 が 完 了 す る ま で に 、 す な わ ち 当 該 半 ブ ロ ッ ク の 更 新 期 間
中 に 当 該 ３ つ の ラ イ ン に は 逆 極 性 駆 動 回 数 に 違 い が 出 る こ と に な る 。 結 局 、 第 １ ４ ラ イ ン
に つ い て は 上 記 期 間 Ｑ ｆ に お け る 逆 極 性 駆 動 回 数 の 値 そ の も の で あ る が 、 第 １ ６ ラ イ ン に
つ い て は １ 、 第 １ ８ ラ イ ン に つ い て は ２ を 当 該 値 に 加 え て 得 ら れ る 数 を 逆 極 性 駆 動 回 数 と
し な け れ ば な ら な い 。 半 ブ ロ ッ ク 内 で 選 択 さ れ る ラ イ ン の 順 番 を Ｌ で 表 す と 、 Ｌ － １ の 分
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だ け 逆 極 性 駆 動 回 数 が 増 え る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 上 の 考 察 に よ り 、 先 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 が 受 け る 電 圧 ロ ス Ｖ loss_Csb_Fは 、
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
と な る 。 な お 、 Ｃ sbpixel＝ Ｃ s-pixelL＋ Ｃ s-pixelR＋ Ｃ sdTFTで あ り 、 式 中 、 １ ／ Ｎ を 乗
じ て い る の は 、 上 記 逆 極 性 駆 動 回 数 を 逆 極 性 駆 動 の 状 況 に お か れ る 確 率 と し て 扱 う た め で
あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 、 後 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 が ソ ー ス ラ イ ン の 電 位 変 化 に 対 し て 受 け る 影 響 を 考 え る 。
後 書 ラ イ ン は 本 例 で は 奇 数 ラ イ ン で あ る 。 図 ６ を 参 照 し て 今 度 は 奇 数 ラ イ ン を 要 素 と す る
半 ブ ロ ッ ク 「 １ ， ３ ， ５ 」 を 代 表 例 と す る と 、 こ の 半 ブ ロ ッ ク に 対 し て は 、 そ の 次 の 半 ブ
ロ ッ ク 「 ８ ， １ ０ ， １ ２ 」 な ど の 偶 数 ラ イ ン を 要 素 と す る 半 ブ ロ ッ ク の ラ イ ン が 書 き 込 ま
れ る と き に 逆 極 性 の 電 位 が ソ ー ス ラ イ ン に 掛 け ら れ 、 他 の 奇 数 ラ イ ン を 要 素 と す る 半 ブ ロ
ッ ク の ラ イ ン が 書 き 込 ま れ る と き に は 同 極 性 の 電 位 が ソ ー ス ラ イ ン に 掛 け ら れ る 。 上 述 と
同 様 に 、 第 ２ フ レ ー ム に お い て 同 じ 半 ブ ロ ッ ク 「 １ ， ３ ， ５ 」 が 更 新 さ れ る ま で に 、 ５ つ
の 半 ブ ロ ッ ク に つ い て の 逆 極 性 駆 動 が な さ れ る こ と が 分 か る 。 こ の う ち 、 フ レ ー ム 内 の 最
終 の 半 ブ ロ ッ ク は １ ラ イ ン し か 含 ま な い の で 、 こ れ ら よ り 、 ４ × ３ ＋ １ × １ ＝ １ ３ で 、 逆
極 性 駆 動 回 数 は １ ３ ラ イ ン に 相 当 す る 。 こ れ は 、 上 記 「 先 書 ラ イ ン 」 の 場 合 よ り ３ つ 少 な
い 。 そ の 理 由 は 、 第 ２ フ レ ー ム で は 第 １ フ レ ー ム に 対 し て 全 画 素 が 極 性 を 変 え て 駆 動 さ れ
る の で 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ フ レ ー ム の 当 該 半 ブ ロ ッ ク 直 後 か ら 第 ２ フ レ ー ム の
当 該 半 ブ ロ ッ ク 直 前 ま で の 期 間 Ｑ ｌ に お い て 第 ２ フ レ ー ム が 同 極 性 の 駆 動 状 態 か ら 始 ま る
か ら で あ る 。 し た が っ て 、 Ｍ を 半 ブ ロ ッ ク 内 の ラ イ ン 数 （ 但 し 、 フ レ ー ム 内 最 終 ブ ロ ッ ク
の 例 外 を 除 く ） と す る と 、 当 該 期 間 Ｑ ｌ に お い て は 、 Ｉ ｎ ｔ （ Ｎ ／ ２ － Ｍ ） の 値 が 逆 極 性
駆 動 の 回 数 に 相 当 す る と み な さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ し て 上 述 と 同 様 、 正 確 な 回 数 を 求 め る た め 、 第 ２ フ レ ー ム に お け る 当 該 半 ブ ロ ッ ク の
更 新 期 間 中 の 当 該 ３ つ の ラ イ ン の 逆 極 性 駆 動 回 数 に 違 い が 考 慮 さ れ る 。 か か る 違 い に つ い
て 、 同 じ よ う に 半 ブ ロ ッ ク 内 で 選 択 さ れ る ラ イ ン の 順 番 を 表 し た Ｌ を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 以 上 の 考 察 に よ り 、 後 書 き ラ イ ン の 画 素 電 極 が 受 け る 電 圧 ロ ス Ｖ loss_Csb_Lは 、
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
と 推 定 す る こ と が で き る 。
[Ｃ gb-pixel， Ｃ gdTFT， Ｃ gbnextの 影 響 の 考 察 ]
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ゲ ー ト ラ イ ン の 電 位 は 、 基 本 的 に は Ｔ Ｆ Ｔ を オ フ と す る た め の レ ベ ル と Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン と
す る た め の レ ベ ル と の 間 で 変 化 す る 。 図 ２ か ら 推 察 さ れ る よ う に 、 ゲ ー ト ラ イ ン に 供 給 さ
れ る ゲ ー ト 信 号 は １ Ｈ の 期 間 内 で ア ク テ ィ ブ す な わ ち オ ン レ ベ ル と な る も の で あ り 、 こ の
短 い 期 間 の オ ン レ ベ ル 変 化 を 呈 し た 後 は 次 の フ レ ー ム の 対 応 の 時 期 が 到 来 す る ま で 直 流 電
圧 的 に 長 く オ フ レ ベ ル が 持 続 す る 。 一 方 、 画 素 電 圧 の 基 準 電 位 は 共 通 電 極 電 位 な の で 、 直
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流 電 圧 が 画 素 電 極 に 所 期 電 位 か ら の 電 位 変 動 を も た ら し う る 外 乱 電 位 変 動 を 考 え る と き に
は 、 共 通 電 極 に 印 加 さ れ る 電 位 の 変 動 を 考 え る べ き で あ る 。 す な わ ち 、 共 通 電 極 の 電 位 が
Ｖ ｃ と ０ と の 間 で 振 れ る の に 応 じ て 変 動 す る ゲ ー ト ラ イ ン の 電 位 を 考 え る と 、 ゲ ー ト ラ イ
ン は 、 当 該 共 通 電 極 電 位 の 反 転 周 期 （ 本 例 で は ３ Ｈ ） 毎 に Ｖ ｃ ／ ２ と － Ｖ ｃ ／ ２ と の 間 で
反 転 変 動 す る も の と み な す こ と が で き る 。 ゲ ー ト ラ イ ン は 、 画 素 電 極 と Ｃ gb-pixel， Ｃ gd
TFT， Ｃ gbnextを 介 し て 結 合 し て い る の で 、 一 旦 あ る ラ イ ン の 書 き 込 み が な さ れ た 後 は 、
そ の ラ イ ン の 画 素 電 極 は 、 次 の フ レ ー ム に お い て 新 た な 書 き 込 み が な さ れ る ま で 、 か か る
ゲ ー ト ラ イ ン 電 位 反 転 に よ る Ｃ gb-pixel， Ｃ gdTFT， Ｃ gbnextの 各 末 端 電 位 変 化 の 影 響 を
受 け る こ と に な る 。 あ る １ つ の 書 き 込 ん だ ラ イ ン が ど の 程 度 影 響 を 受 け る か は 、 主 と し て
、 そ の 更 新 ま で に 当 該 ラ イ ン 書 き 込 み 時 の 共 通 電 極 の 極 性 と は 異 な る 極 性 の 電 位 が 共 通 電
極 か ら 何 回 掛 け ら れ た か に 拠 る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 回 数 は 、 上 述 し た 逆 極 性 駆 動 回 数 と 同 じ も の で あ り 、 ま た 他 の 点 に つ い て も 同 様 の
考 え 方 で 総 合 す る と 、 先 書 及 び 後 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 が ゲ ー ト ラ イ ン 電 位 変 動 に よ り 受 け
る 電 圧 ロ ス Ｖ loss_Csb_F， Ｖ loss_Csb_Lは 、
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
と な る 。 こ こ で 、 各 式 に お い て 乗 ぜ ら れ て い る Ｖ ｃ は 、 Ｖ ｃ ／ ２ － （ － Ｖ ｃ ／ ２ ） の 結 果
で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 述 し た 各 考 察 か ら 、 先 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 と 後 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 と が 所 望 の 電 位 Ｖ
ｄ か ら 変 動 し 最 終 的 に 収 束 す る 電 圧 Ｖ actual_F， Ｖ actual_Lは 、 次 の よ う に な る 。
【 数 ７ 】
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【 数 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 [ア ー チ フ ァ ク ト の 原 因 ]
１ ． ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 式 （ １ ３ ） ， （ １ ４ ） は 、 先 書 ラ イ ン と 後 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 の 実 際 の 電 圧 を 表 し
て お り 、 こ れ ら に 値 の 差 が あ れ ば そ の 差 が ラ イ ン 毎 の 輝 度 の 差 す な わ ち ラ イ ン 間 ア ー チ フ
ァ ク ト を 示 す こ と に な る 。 こ れ を Ｖ loss(LbyL)と お く と 、
【 数 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
と な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 上 記 式 （ ７ ） 及 び （ ８ ） か ら も 分 か る よ う に 、 先 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 の 電 位 変 動 は 、 後
書 ラ イ ン の 画 素 電 極 の 電 位 変 動 よ り も 大 き い 。 し た が っ て 、 同 じ 輝 度 レ ベ ル で 表 示 さ せ よ
う と し て も 、 先 書 ラ イ ン の 画 素 と 後 書 ラ イ ン の 画 素 と で は 表 示 さ れ る 輝 度 レ ベ ル に 差 が 生
じ 、 全 画 面 グ レ ー 表 示 の 場 合 に は 先 書 ラ イ ン の 画 素 が 後 書 ラ イ ン の 画 素 よ り も 明 る く な っ
て し ま う こ と に な る 。 ま た 、 こ の よ う に 先 書 ラ イ ン の 画 素 電 極 の 電 位 変 動 が 相 対 的 に 大 き
い 点 は 、 上 記 式 （ ９ ） と （ １ ０ ） の 関 係 、 上 記 式 （ １ １ ） と （ １ ２ ） と の 関 係 か ら も 分 か
る 。 何 故 な ら 、 式 （ １ ０ ） ， （ １ ２ ） に お け る 要 素 Ｉ ｎ ｔ （ Ｎ ／ ２ － Ｍ ） の 値 は 、 式 （ ９
） ， （ １ １ ） の 対 応 す る 要 素 の 値 よ り も 小 さ く な る こ と が 明 ら か で あ り 、 式 （ １ ０ ） ， （
１ ２ ） に よ っ て 得 ら れ る 値 が そ れ ぞ れ 式 （ ９ ） ， （ １ １ ） に よ っ て 得 ら れ る 値 よ り も 小 さ
い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 か く し て 基 礎 技 術 に よ る 交 流 駆 動 で は 、 画 面 全 域 に わ た り 同 じ 輝 度 レ ベ ル で 表 示 さ せ よ
う と し て も 、 ラ イ ン 毎 に 明 暗 の 差 が 出 る パ タ ー ン が 現 れ る こ と に な る 。 図 １ ０ に お い て 実
線 で 示 さ れ る 特 性 は 、 こ の 様 子 を 示 し て お り 、 先 書 ラ イ ン （ 偶 数 ラ イ ン ） は 後 書 ラ イ ン （
奇 数 ラ イ ン ） よ り も 所 望 輝 度 （ Ｖ ｄ に 対 応 す る 輝 度 ） か ら 大 き く 外 れ た 輝 度 を 呈 す る 。
２ ． ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト は 、 ブ ロ ッ ク に 対 応 す る ラ イ ン の 表 示 画 像 に お い て 輝 度 の ば
ら つ き を 生 じ さ せ 、 ブ ロ ッ ク 毎 に そ の よ う な 輝 度 の ば ら つ き を 生 じ さ せ る 要 素 に 起 因 す る
。
上 記 式 （ １ ３ ） 及 び （ １ ４ ） を 見 る と 、 こ の 要 素 は （ Ｌ － １ ） で あ る こ と が 分 か る 。 す な
わ ち 、 Ｌ は ブ ロ ッ ク 内 で 選 択 さ れ る ラ イ ン の 順 番 を 表 す も の で あ り 、 こ の 数 が 大 き く な る
に つ れ （ し た が っ て 遅 く 書 き 込 ま れ る ラ イ ン ほ ど ） 、 両 式 と も に 所 望 電 位 Ｖ ｄ か ら 外 れ る
値 と な る 。
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【 ０ ０ ８ ８ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 ブ ロ ッ ク 内 の 輝 度 変 化 量 を 表 す 成 分 は 、 式 （ １ ３ ） 及 び 式 （ １ ４ ） の
（ Ｌ － １ ） に 係 る 要 素 に 対 応 す る 電 圧 変 動 分 で あ る か ら 、 こ れ を Ｖ loss(Block)と お く と
、 次 式 の よ う に な る 。
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 か く し て 基 礎 技 術 （ 図 ６ ） に よ る 交 流 駆 動 で は 、 画 面 全 域 に わ た り 同 じ 輝 度 レ ベ ル で 表
示 さ せ る 場 合 、 図 １ ０ に 示 さ れ る ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト 成 分 を 除 去 し た と し て も 、 概 し
て 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に ラ イ ン の 並 び に 対 し ブ ロ ッ ク 毎 に 最 小 値 か ら 最 大 値 へ 漸 増 す る
輝 度 変 化 が 生 じ る こ と と な る 。 こ の 図 か ら 、 全 ラ イ ン を 同 一 の 輝 度 で 表 示 し よ う と し た 場
合 に ブ ロ ッ ク 内 に お い て 遅 く 選 択 さ れ た ラ イ ン ほ ど 輝 度 が 高 く な り 、 本 例 の 如 き 一 貫 し た
昇 順 の ラ イ ン 選 択 で は 、 画 面 上 空 間 的 に 垂 直 方 向 に ブ ロ ッ ク 単 位 で 漸 増 す る こ と が 分 か る
。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト を 解 消 す る 技 術 自 体 は 、 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ８ ９ ６ ４ に 記 載 さ
れ て い る 。 こ の 従 来 技 術 は 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 さ れ る 高 低 交 番 レ ベ ル の パ タ ー ン に 対 応 す
る 偏 倚 電 圧 を 予 め 各 ソ ー ス ラ イ ン に 掛 け て お く か 、 或 い は ソ ー ス ラ イ ン へ 供 給 さ れ る 信 号
に 当 該 偏 倚 電 圧 を 重 畳 さ せ る こ と に よ り 、 ラ イ ン 間 の 電 位 差 を 消 失 さ せ ア ー チ フ ァ ク ト を
解 消 し て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 な お 、 実 際 に は 、 ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト と ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト と が 合 成 さ れ た
ア ー チ フ ァ ク ト が 現 れ う る も の で あ り 、 本 発 明 に お い て は 個 々 の ア ー チ フ ァ ク ト に 留 ま ら
ず こ の 合 成 ア ー チ フ ァ ク ト の 解 消 に も 取 り 組 ん だ も の で あ る 。 実 施 例 １ な い し ３ は 、 特 開
２ ０ ０ １ － １ ０ ８ ９ ６ ４ に 記 載 の 技 術 に 拠 ら な い ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト の 対 策 で あ り 、
実 施 例 ４ な い し ９ は 、 実 施 例 １ な い し ３ の 特 徴 を 用 い た ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト の 対 策
で あ る 。 実 施 例 ４ な い し ９ は 、 こ こ で は 実 施 例 １ な い し ３ の ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト 対 策
を も 同 時 に な す も の と し て い る が 、 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ８ ９ ６ ４ に 記 載 の ラ イ ン 間 ア ー チ
フ ァ ク ト 対 策 に 代 え て も よ い 。 ま た 実 施 例 ４ な い し ９ に 特 有 の 技 術 事 項 自 体 は 、 ラ イ ン 間
ア ー チ フ ァ ク ト 対 策 の 有 無 に 拘 わ ら ず 実 現 可 能 な も の で あ る 。 以 下 、 上 記 考 察 に 基 づ い て
実 現 し た 本 発 明 に よ る 実 施 例 に つ き 詳 し く 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト 対 策 の 実 施 例 に つ い て 、 図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ ２ は 、 図 ２ と 同 様 の 様 式 に て 本 実 施 例 に よ る 駆 動 回 路 １ ０ に よ っ て 行 わ れ る 交 流 駆
動 の 態 様 を 示 し て い る 。 こ れ に よ れ ば 、 第 １ フ レ ー ム に お け る ラ イ ン 選 択 順 及 び 極 性 の 付
与 の 仕 方 は 図 ２ の 基 礎 技 術 の 例 と 同 じ で あ る が 、 第 ２ フ レ ー ム に お い て は 異 な る 。 す な わ
ち 、 図 ２ で は 第 ２ フ レ ー ム に お い て も 第 １ フ レ ー ム と 同 じ ラ イ ン 選 択 順 で あ っ た が 、 本 実
施 例 で は 第 １ フ レ ー ム で 先 書 ラ イ ン と さ れ て い た も の を 第 ２ フ レ ー ム で 後 書 ラ イ ン に 替 え
る よ う に し て い る 。 図 １ ２ か ら 分 か る よ う に 、 第 １ フ レ ー ム で は 先 頭 ブ ロ ッ ク に お い て 第
２ ， 第 ４ ， 第 ６ ラ イ ン の 次 に 第 １ ， 第 ３ ， 第 ５ ラ イ ン を 選 択 し て い る の に 対 し 、 第 ２ フ レ
ー ム で は 先 頭 ブ ロ ッ ク に お い て 第 １ ， 第 ３ ， 第 ５ ラ イ ン の 次 に 第 ２ ， 第 ４ ， 第 ６ ラ イ ン を
選 択 し て い る 。 他 の ブ ロ ッ ク に お い て も 同 様 に 、 第 １ フ レ ー ム で は 偶 数 ラ イ ン を 先 書 ラ イ
ン 、 奇 数 ラ イ ン を 後 書 ラ イ ン と し て い る も の を 、 第 ２ フ レ ー ム で は 逆 に 奇 数 ラ イ ン を 先 書
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ラ イ ン 、 偶 数 ラ イ ン を 後 書 ラ イ ン と し て い る 。 換 言 す れ ば 、 第 １ フ レ ー ム の ブ ロ ッ ク 前 半
と ブ ロ ッ ク 後 半 の 順 序 を 第 ２ フ レ ー ム で 逆 に し て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ フ レ ー ム で 相 対 的 に 大 き な 電 圧 ロ ス の 生 じ た 先 書 ラ イ ン を 第 ２ フ レ ー
ム で 相 対 的 に 小 さ な 電 圧 ロ ス で 済 む 後 書 ラ イ ン と し て 扱 う こ と に よ り 、 第 １ フ レ ー ム と 第
２ フ レ ー ム と の 間 に 各 ラ イ ン の 電 圧 ロ ス の 差 に よ り 生 じ る 輝 度 差 を 相 殺 さ せ る よ う な 関 係
を 持 た せ 総 合 的 な 電 圧 ロ ス の 差 に よ り 生 じ る 視 覚 的 不 具 合 を 低 減 す る こ と が で き る 。 第 １
フ レ ー ム で の 後 書 ラ イ ン に つ い て も 、 こ れ と は 逆 の 関 係 に な る が 、 同 様 に 電 圧 ロ ス の 差 に
よ り 生 じ る 視 覚 的 不 具 合 の 相 殺 的 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 か く し て 当 該 グ レ ー 表 示 時 に は 、 概 し て 第 １ フ レ ー ム で は 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う な 輝 度
パ タ ー ン の 画 像 と さ れ 、 第 ２ フ レ ー ム で は 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う な 反 転 輝 度 パ タ ー ン の 画
像 と さ れ る こ と に よ り 、 各 ラ イ ン の 平 均 表 示 輝 度 が 概 ね 等 し く な り 、 ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ
ク ト を 消 失 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 １ ４ は 、 図 ６ と 同 様 の 表 形 式 に て 本 実 施 例 に よ る 動 作 態 様 を 示 し て い る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 本 実 施 例 は 、 上 記 実 施 例 １ を 改 良 し た も の で あ る 。 実 施 例 １ で は 、 先 書 ラ イ ン と 後 書 ラ
イ ン と を フ レ ー ム が 替 わ る 度 に 交 換 す る も の で あ っ た が 、 図 １ ４ に 示 さ れ る 内 容 を 検 討 す
る と 、 一 部 の 箇 所 に お い て 電 圧 ロ ス の 低 減 効 果 が 不 十 分 に な る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 い ま 、 第 ２ フ レ ー ム の 第 ６ ラ イ ン と 第 ７ ラ イ ン と に 着 目 す る と 、 第 ６ ラ イ ン は 後 書 ラ イ
ン と し て 駆 動 さ れ た 後 に 第 ７ ラ イ ン が 先 書 ラ イ ン と し て 駆 動 さ れ る 。 こ の と き 第 ６ ラ イ ン
は 第 ７ ラ イ ン に 隣 接 し て い る の で 、 第 ７ ラ イ ン が 書 き 込 ま れ た 時 点 で 第 ６ ラ イ ン が 影 響 を
受 け る 。 す な わ ち 第 ７ ラ イ ン の 画 素 電 極 は 第 ６ ラ イ ン の 画 素 電 極 と Ｃ ddを 介 し て 結 合 さ れ
て い る の で 第 ６ ラ イ ン の 画 素 電 極 に 掛 け ら れ た 所 望 電 位 は 第 ７ ラ イ ン の 書 き 込 み に よ り 変
動 し て し ま う の で あ る 。 第 ６ ラ イ ン を 後 書 ラ イ ン と し て 扱 う 理 由 は 第 ６ ラ イ ン が 第 １ フ レ
ー ム で 先 書 ラ イ ン と し て 扱 わ れ た 結 果 大 き な 電 圧 ロ ス を 生 じ た の で 第 ２ フ レ ー ム で 電 圧 ロ
ス の 小 さ い 後 書 ラ イ ン と し て 扱 う た め で あ る に も か か わ ら ず 、 隣 接 す る 第 ７ ラ イ ン の 書 き
込 み に よ っ て 第 ２ フ レ ー ム で も 大 き な 電 圧 ロ ス が 生 じ て い る の で あ る 。 し た が っ て 、 第 ６
ラ イ ン の 画 素 電 極 は 、 ど ち ら の フ レ ー ム に お い て も 大 き な 電 圧 ロ ス を 生 じ て し ま い 、 こ れ
に 対 応 す る 画 素 が 局 部 的 に 著 し く 異 な る 輝 度 の 表 示 を も た ら す 可 能 性 が あ る 。 同 様 の こ と
が 、 第 １ ２ 及 び 第 １ ３ ラ イ ン 、 第 １ ８ 及 び 第 １ ９ ラ イ ン 、 第 ２ ４ 及 び 第 ２ ５ ラ イ ン 、 並 び
に 第 ３ ０ 及 び 第 ３ １ ラ イ ン に お い て も 当 て は ま る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ れ に 対 処 す べ く な さ れ た の が 本 実 施 例 で あ り 、 図 １ ５ は そ の 動 作 態 様 を 示 し て い る 。
本 実 施 例 に お い て は 、 第 ２ フ レ ー ム に お け る 第 ６ ラ イ ン の 駆 動 の 時 期 を ず ら す よ う に し て
い る 。 詳 述 す る と 、 第 ２ フ レ ー ム の 先 頭 ブ ロ ッ ク に お い て 第 ６ ラ イ ン の 選 択 を せ ず 、 次 の
ブ ロ ッ ク で 第 ６ ラ イ ン を 選 択 し 、 第 ６ ラ イ ン の 選 択 の 後 は こ れ に 続 く 偶 数 ラ イ ン を 順 次 選
択 す る よ う に し て い る 。 し た が っ て 、 第 ２ フ レ ー ム の 先 頭 ブ ロ ッ ク の 後 半 は ２ ラ イ ン し か
選 択 し な い こ と に な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 第 １ フ レ ー ム に お い て 先 書 ラ イ ン と し て 扱 わ れ た ラ イ ン は
全 て 、 相 対 的 に 電 圧 ロ ス の 少 な い 条 件 又 は 状 況 の 下 で 後 書 ラ イ ン と し て 扱 わ れ る の で 、 上
述 し た よ う な 局 部 的 に 電 圧 ロ ス が 倍 加 す る よ う な 問 題 が 解 消 さ れ る の で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 同 じ 問 題 の 解 決 手 段 と し て 、 図 １ ５ の 例 を 図 １ ６ に 示 す よ う に 改 変 し て も よ い 。 図 １ ６
は 、 当 該 改 変 例 を 示 す も の で あ り 、 第 ２ フ レ ー ム の 先 頭 ブ ロ ッ ク の 後 半 に お け る 最 初 の 後
書 ラ イ ン （ 偶 数 ラ イ ン ） の 選 択 タ イ ミ ン グ を ダ ミ ー （ Ｄ ） と し て 扱 い 、 そ の 後 の 後 書 ラ イ
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ン を 規 定 数 に 従 い 各 ブ ロ ッ ク に 順 次 割 り 当 て て い く と い う も の で あ る 。 例 え ば 実 効 表 示 領
域 の か ら 外 れ た 箇 所 に 、 第 １ ラ イ ン に 隣 接 す る 予 備 ラ イ ン を 設 け 、 こ の 予 備 ラ イ ン を 第 ５
ラ イ ン の 後 に 選 択 し 所 定 の 極 性 で 駆 動 す る 。 本 例 で は 、 第 ２ フ レ ー ム に お い て 正 極 性 駆 動
が 行 わ れ る 第 １ ラ イ ン に 隣 接 す る の で 、 電 圧 ロ ス を 一 律 に 扱 う 理 由 か ら 当 該 予 備 ラ イ ン は
負 極 性 で 駆 動 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 或 い は 、 単 に 第 ５ ラ イ ン の 選 択 タ イ ミ ン グ と 第 ２ ラ イ ン の 選 択 タ イ ミ ン グ と の 間 に １ ラ
イ ン 分 の 時 間 間 隔 を お き 、 上 記 予 備 ラ イ ン に よ る も の と 等 価 な 動 作 を す る よ う に し て も よ
い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ 及 び ２ を さ ら に 改 良 す る も の で あ り 、 最 初 に そ の 改 良 の ポ イ ン ト
に つ き 図 １ ７ を 参 照 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ ７ は 、 実 施 例 １ に よ る 動 作 に お い て 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム に わ た る 各 ラ イ ン の 呈 す
る 極 性 分 布 状 態 を 表 し た も の で あ る 。 各 欄 に 付 さ れ た 「 ＋ 」 及 び 「 － 」 は そ れ ぞ れ 正 極 性
及 び 負 極 性 の 駆 動 極 性 を 示 し 、 斜 線 が 付 さ れ て い る 欄 は こ の タ イ ミ ン グ で 極 性 反 転 し 当 該
欄 で 示 さ れ た 極 性 で の 駆 動 が 開 始 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 い ず れ か の 斜 線 の 付 さ れ た 箇 所 す な わ ち 極 性 反 転 が 起 き た 状 態 を 除 き 、 第 １ 及 び 第 ２ フ
レ ー ム に お い て 正 極 性 の 状 態 と な る ラ イ ン 期 間 （ Ｈ ） の 数 と 負 極 性 の 状 態 と な る ラ イ ン 期
間 （ Ｈ ） の 数 を 、 各 ラ イ ン に つ き 調 べ る と 、 図 １ ６ の 右 端 の よ う な 値 が 得 ら れ る 。 第 １ ラ
イ ン に つ い て み る と 、 「 ＋ 」 を 呈 す る ラ イ ン 期 間 は 、 ３ ラ イ ン 構 成 の 半 ブ ロ ッ ク が １ ０ 個
分 で 、 １ ラ イ ン 構 成 の 半 ブ ロ ッ ク が ２ つ 分 あ り 、 さ ら に 「 ＋ 」 駆 動 の 第 １ ラ イ ン が 属 す る
半 ブ ロ ッ ク に 属 す る ラ イ ン が ２ つ （ 第 ２ フ レ ー ム の 第 ３ 及 び 第 ５ ラ イ ン ） 分 あ る の で 、 ３
× １ ０ ＋ １ × ２ ＋ ２ よ り ３ ４ Ｈ に 相 当 す る 。 「 － 」 を 呈 す る ラ イ ン 期 間 は 、 ３ ラ イ ン 構 成
の 半 ブ ロ ッ ク が ８ 個 分 で 、 １ ラ イ ン 構 成 の 半 ブ ロ ッ ク が ２ つ 分 あ り 、 さ ら に 「 － 」 駆 動 の
第 １ ラ イ ン が 属 す る 半 ブ ロ ッ ク に 属 す る ラ イ ン が ２ つ （ 第 １ フ レ ー ム の 第 ３ 及 び 第 ５ ラ イ
ン ） 分 あ る の で 、 ３ × ８ ＋ １ × ２ ＋ ２ よ り ２ ８ Ｈ に 相 当 す る 。 し た が っ て 、 第 １ ラ イ ン に
つ い て は 、 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム に お い て ３ ４ Ｈ の 正 極 性 駆 動 状 態 と ２ ８ Ｈ の 負 極 性 駆 動
状 態 と を 呈 す る の で 、 こ れ ら ラ イ ン 期 間 数 の 差 Δ は ６ Ｈ 分 と な り 、 負 極 性 駆 動 状 態 よ り も
正 極 性 駆 動 状 態 が ６ Ｈ 分 長 く 偏 在 す る こ と が 分 か る 。 第 ２ ラ イ ン 以 降 の 他 の ラ イ ン に つ い
て も 同 様 の 計 算 を す る こ と に よ り 、 全 て の ラ イ ン に つ い て の 駆 動 極 性 の 偏 り を 見 い 出 す こ
と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 １ ７ の 右 側 に 示 し た 値 か ら 、 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム に お い て ど の ラ イ ン も 正 極 性 駆 動
状 態 が 優 勢 に な り 、 所 定 の 基 準 電 位 か ら 正 極 性 へ ず れ た も の と な る こ と が 分 か る 。 実 施 例
１ に お い て は 第 １ フ レ ー ム と 第 ２ フ レ ー ム と の 交 互 の 繰 り 返 し に よ り 画 像 表 示 動 作 を 行 う
も の で あ る か ら 、 こ の 動 作 を 続 け る と 各 ラ イ ン ひ い て は 表 示 領 域 全 体 が 基 準 電 位 か ら 正 極
性 の 無 視 で き な い 値 に 近 づ く 傾 向 （ 電 位 オ フ セ ッ ト ） が 続 き 、 結 果 と し て 液 晶 に 直 流 電 圧
が 掛 か る こ と に な り 、 共 通 電 極 信 号 の 電 圧 値 の 調 整 を 必 要 と し た り 表 示 階 調 の 中 心 が ず れ
る な ど の 不 具 合 が 起 き る 可 能 性 が あ り 、 好 ま し く な い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 消 す る よ う に 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム を 付 加 す
る よ う に し て お り 、 こ の 駆 動 形 態 を 図 １ ８ に 示 す 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 １ ８ は 、 図 １ ７ （ 図 １ ４ ） の 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム に 続 い て 呈 さ れ る 第 ３ 及 び 第 ４ フ
レ ー ム の 駆 動 形 態 を 示 し て お り 、 本 実 施 例 は こ れ ら 第 １ な い し 第 ４ フ レ ー ム の 順 次 の 繰 り
返 し を 行 う こ と を 指 向 す る も の で あ る 。 こ の 駆 動 形 態 で は 、 第 ３ フ レ ー ム に お い て 、 図 １
７ に お け る 第 ２ フ レ ー ム の 選 択 ラ イ ン 順 を 維 持 し か つ 駆 動 極 性 を 反 転 さ せ 、 第 ４ フ レ ー ム
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に お い て 、 図 １ ７ に お け る 第 １ フ レ ー ム の 選 択 ラ イ ン 順 を 維 持 し か つ 駆 動 極 性 を 反 転 さ せ
て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の 図 １ ８ に お い て も 右 端 に 極 性 の 偏 倚 を 表 す 各 値 を 示 し て い る 。 こ れ よ り 、 こ れ ら の
値 が 図 １ ７ に 示 さ れ る 各 対 応 の 値 と 「 ＋ 」 と 「 － 」 で 反 対 に な っ て お り 、 ま た 図 １ ７ の Δ
の 値 の 符 号 が 反 転 し た も の と な る こ と が 分 か る 。 し た が っ て 、 図 １ ８ の Δ の 値 と 図 １ ７ に
示 さ れ る 各 対 応 の 値 と が ラ イ ン 毎 に 足 し 合 わ さ れ た と き に は 全 て 丁 度 ０ に な る 。 よ っ て 、
第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム の 後 に 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム を 後 続 さ せ 、 こ れ ら ４ つ の フ レ ー ム に
よ り 繰 り 返 し 画 像 表 示 動 作 を 行 う こ と に よ り 、 電 位 オ フ セ ッ ト の な い 駆 動 が 実 現 で き 、 上
述 し た よ う な 問 題 を 回 避 す る こ と が で き る 。
（ 他 の 形 態 ）
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 １ ９ 及 び 図 ２ ０ に は 、 同 様 の 目 的 で 構 成 さ れ た 本 実 施 例 の 他 の 形 態 を 示 し て い る 。 こ
の 形 態 は 、 図 １ ５ に 示 し た 実 施 例 ２ を 基 礎 と し て お り 、 図 １ ９ （ 図 １ ５ ） に 示 さ れ る 第 １
及 び 第 ２ フ レ ー ム の 後 に 図 ２ ０ に 示 さ れ る 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム が 続 き 、 こ れ ら 第 １ な い
し 第 ４ フ レ ー ム の 順 次 の 繰 り 返 し を 行 う も の と し て い る 。 そ し て 、 第 ３ フ レ ー ム に お い て
、 図 １ ９ に お け る 第 ２ フ レ ー ム の 選 択 ラ イ ン 順 を 維 持 し か つ 駆 動 極 性 を 反 転 さ せ 、 第 ４ フ
レ ー ム に お い て 、 図 １ ９ に お け る 第 １ フ レ ー ム の 選 択 ラ イ ン 順 を 維 持 し か つ 駆 動 極 性 を 反
転 さ せ て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 こ の 形 態 に お い て は 、 例 え ば 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム に お け る 第 ６ ラ イ ン に つ い て 特 異 な
偏 倚 の 値 Δ ＝ １ ２ を 呈 す る が 、 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム に お け る 第 ６ ラ イ ン に つ い て Δ ＝ －
１ ２ と な っ て お り 、 図 １ ９ の Δ の 値 と 図 ２ ０ に 示 さ れ る 各 対 応 の 値 と が 足 し 合 わ さ れ た と
き に は 丁 度 ０ に な る こ と に は 変 わ り は な い 。 よ っ て 、 こ の 形 態 で も 、 第 １ な い し 第 ４ フ レ
ー ム の 順 次 繰 り 返 し に よ り 、 上 記 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 な お 、 同 様 の 趣 旨 に よ り 、 図 １ ６ に 示 し た 例 を 基 礎 と し た 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム を 有 す
る 構 成 を 導 く こ と が で き る こ と は 明 ら か で あ る 。 ま た 、 こ こ で は 第 ３ フ レ ー ム に 第 ２ フ レ
ー ム の ラ イ ン 選 択 順 及 び 反 転 駆 動 極 性 を 担 わ せ 、 第 ４ フ レ ー ム に 第 １ フ レ ー ム の ラ イ ン 選
択 順 及 び 反 転 駆 動 極 性 を 担 わ せ て い る が 、 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム に お い て 呈 さ れ る 図 １ ７
や 図 １ ９ に 示 さ れ る よ う な 駆 動 極 性 の 分 布 パ タ ー ン に 対 し こ れ の 反 転 パ タ ー ン を 有 す る よ
う な フ レ ー ム を 付 加 す れ ば よ い 。 す な わ ち 、 第 ４ フ レ ー ム に 第 ２ フ レ ー ム と 同 じ ラ イ ン 選
択 順 及 び 反 転 し た 駆 動 極 性 を 担 わ せ 、 第 ３ フ レ ー ム に 第 １ フ レ ー ム と 同 じ ラ イ ン 選 択 順 及
び 反 転 し た 駆 動 極 性 を 担 わ せ て も よ い し 、 最 初 の 所 定 長 の 期 間 に わ た り 第 １ 及 び 第 ２ フ レ
ー ム の 交 互 動 作 の 後 に 同 じ 所 定 長 の 期 間 に 適 切 な 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム の 交 互 動 作 を な す
よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 か く し て 、 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム の 各 ラ イ ン に つ い て の 駆 動 極 性 の 偏 り を 相 殺 す る よ う
な 偏 り を 有 す る 付 加 フ レ ー ム を 設 け た こ と に よ り 、 電 位 オ フ セ ッ ト の な い 駆 動 が 実 現 で き
、 上 述 し た よ う な 問 題 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ １ １ ４ 】
　 ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト 対 策 の 実 施 例 の １ つ は 、 画 面 全 域 を あ る グ レ ー 表 示 と す る 場
合 に 図 ２ １ に 示 さ れ る よ う な 輝 度 変 化 を 呈 す る よ う に 駆 動 し よ う と す る も の で あ る 。 図 １
１ に 示 さ れ る よ う な 上 記 基 礎 技 術 に よ る 駆 動 に よ り 得 ら れ る 輝 度 変 化 は 、 ブ ロ ッ ク と ブ ロ
ッ ク と の 間 に 正 の ピ ー ク か ら 負 の ピ ー ク へ の 著 し い 輝 度 の 変 化 が あ る （ 例 え ば 第 ６ ラ イ ン
と 第 ７ ラ イ ン と の 間 ） 。 こ の よ う な 輝 度 の 変 化 を 小 さ く し て 図 ２ １ に 示 さ れ る よ う に 正 及
び 負 の ピ ー ク か ら 徐 々 に 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 視 覚 的 に ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト が 目
立 た な く な る 。
【 ０ １ １ ５ 】
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　 図 ２ ２ は 、 か か る 趣 旨 に 基 づ い て 構 成 さ れ た 本 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 し て い る 。 図
２ ２ は 、 図 ６ 等 と 同 様 の 様 式 に よ る も の で あ る 。 本 実 施 例 は 、 全 ラ イ ン を 同 一 の 輝 度 で 表
示 し よ う と し た 場 合 に ブ ロ ッ ク 内 に お い て 遅 く 選 択 さ れ た ラ イ ン ほ ど 輝 度 が 高 く な る （ 図
１ １ 参 照 ） と い う こ れ ま で の 考 察 に 基 づ き 、 図 １ ５ の よ う な 全 ブ ロ ッ ク に お い て 昇 順 の ラ
イ ン 選 択 を す る 規 定 を 崩 し 、 図 ２ １ の よ う な 輝 度 変 化 を 呈 す る よ う ラ イ ン の 選 択 順 を ブ ロ
ッ ク 毎 に 昇 順 と 降 順 と で 切 り 替 え た も の で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 よ り 詳 し く は 、 図 ２ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ ブ ロ ッ ク で は 下 向 き 矢 印 に 従 っ て 昇 順 の
ラ イ ン 選 択 が な さ れ 、 第 ２ ブ ロ ッ ク で は 上 向 き 矢 印 に 従 っ て 降 順 の ラ イ ン 選 択 が な さ れ 、
以 降 、 ブ ロ ッ ク 毎 に 交 互 に 昇 順 と 降 順 と を 繰 り 返 す よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、 あ る ブ
ロ ッ ク で 遅 く 選 択 さ れ た ラ イ ン に 空 間 的 に よ り 近 い ラ イ ン は 、 次 の ブ ロ ッ ク に お い て よ り
遅 く 選 択 さ れ 、 ま た 、 あ る ブ ロ ッ ク で よ り 早 く 選 択 さ れ た ラ イ ン に 空 間 的 に よ り 近 い ラ イ
ン は 、 次 の ブ ロ ッ ク に お い て よ り 早 く 選 択 さ れ る 。 し た が っ て 、 ブ ロ ッ ク 間 で 輝 度 の 差 の
少 な い 隣 接 ラ イ ン の 選 択 が 可 能 と な り 、 結 果 的 に 図 ２ １ の よ う な 輝 度 変 化 特 性 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 本 実 施 例 に お い て は 、 ブ ロ ッ ク 内 の ラ イ ン 選 択 順 序 が 昇 順 か 降 順 の ど ち ら か と し て い る
が 、 ブ ロ ッ ク 内 で 先 行 す る 半 ブ ロ ッ ク で は 昇 順 及 び 降 順 の 一 方 と し 、 後 続 す る 半 ブ ロ ッ ク
で は そ の 他 方 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に お い て も 、 既 述 の 如 き 電 位 オ フ セ ッ ト に 対 処 す る 趣 旨 で 適 正 な 第 ３ 及
び 第 ４ フ レ ー ム 又 は 必 要 な 追 加 フ レ ー ム を 付 加 す る こ と が で き 、 そ の 場 合 は さ ら に 効 果 的
な 形 態 が 実 現 さ れ る 。 以 下 の 実 施 例 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ １ １ ９ 】
　 ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト 対 策 の 実 施 例 の も う １ つ は 、 画 面 全 域 を あ る グ レ ー 表 示 と す
る 場 合 に 図 ２ ３ に 示 さ れ る よ う な 輝 度 変 化 を 呈 す る よ う に 駆 動 し よ う と す る も の で あ る 。
図 ２ ３ に お い て 実 線 で 示 さ れ る 輝 度 変 化 （ こ れ は 図 １ １ に 示 さ れ る も の と 同 じ ） を 第 １ フ
レ ー ム に お い て 呈 せ し め 、 同 図 に お い て 点 線 で 示 さ れ る 輝 度 変 化 を 第 ２ フ レ ー ム に お い て
呈 せ し め る も の で あ る 。 こ こ で は 、 第 １ フ レ ー ム に お い て 輝 度 の 最 小 値 を 呈 す る ラ イ ン が
第 ２ フ レ ー ム に お い て は 最 大 値 を 呈 す る よ う に 、 第 １ フ レ ー ム に お け る 輝 度 の 最 大 値 を 呈
す る ラ イ ン が 第 ２ フ レ ー ム に お い て は 最 小 値 を 呈 す る よ う に 規 定 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ フ レ
ー ム に お け る 輝 度 変 化 は 、 第 １ フ レ ー ム と は 逆 に 、 最 大 値 か ら 最 小 値 に 徐 々 に 小 さ く な る
傾 斜 を 有 す る よ う に 規 定 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 視 覚 的 に ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ
フ ァ ク ト が 目 立 た な く な る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 ２ ４ は 、 か か る 趣 旨 に 基 づ い て 構 成 さ れ た 本 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 し て い る 。 本
実 施 例 も 、 全 ラ イ ン を 同 一 の 輝 度 で 表 示 し よ う と し た 場 合 に ブ ロ ッ ク 内 に お い て 遅 く 選 択
さ れ た ラ イ ン ほ ど 輝 度 が 高 く な る （ 図 １ １ 参 照 ） と い う 上 述 の 考 察 に 基 づ い て い る 。 図 ２
４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ フ レ ー ム で は 図 １ ４ （ 実 施 例 １ ） と 同 じ く 全 て の ブ ロ ッ ク に お
い て 昇 順 の ラ イ ン 選 択 が な さ れ る が 、 第 ２ フ レ ー ム で は 全 て の ブ ロ ッ ク に お い て 降 順 の ラ
イ ン 選 択 が な さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ フ レ ー ム に お い て 最 大 及 び 最 小 輝 度 を 呈 す る ラ イ
ン を 第 ２ フ レ ー ム に お い て そ れ ぞ れ 最 小 及 び 最 大 輝 度 を 呈 す る ラ イ ン と す る と と も に 、 第
１ フ レ ー ム に お け る 最 小 輝 度 か ら 最 大 輝 度 へ の 傾 斜 を 第 ２ フ レ ー ム に お い て 最 大 輝 度 か ら
最 小 輝 度 へ の 傾 斜 に 変 え る こ と が で き 、 結 果 的 に 図 ２ ３ の よ う な 輝 度 変 化 特 性 を 得 る こ と
が で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ １ ２ １ 】
　 ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト 対 策 の 実 施 例 の 他 の １ つ は 、 画 面 全 域 を あ る グ レ ー 表 示 と す
る 場 合 に 図 ２ ５ に 示 さ れ る よ う な 輝 度 変 化 を 呈 す る よ う に 駆 動 し よ う と す る も の で あ る 。
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図 ２ ５ に お い て 実 線 で 示 さ れ る 輝 度 変 化 （ こ れ は 図 ２ １ に 示 さ れ る も の と 同 じ ） を 第 １ フ
レ ー ム に お い て 呈 せ し め 、 同 図 に お い て 点 線 で 示 さ れ る 輝 度 変 化 を 第 ２ フ レ ー ム に お い て
呈 せ し め る も の で あ る 。 こ こ で は 、 概 し て 図 ２ １ に 示 さ れ る 輝 度 変 化 パ タ ー ン を フ レ ー ム
毎 に 反 転 さ せ よ う と い う も の で あ り 、 第 １ フ レ ー ム に お け る 輝 度 の 最 小 値 を 呈 す る ラ イ ン
が 第 ２ フ レ ー ム に お い て は 最 大 値 を 呈 す る よ う に 、 第 １ フ レ ー ム に お け る 輝 度 の 最 大 値 を
呈 す る ラ イ ン が 第 ２ フ レ ー ム に お い て は 最 小 値 を 呈 す る よ う に 規 定 さ れ る 。 ま た 、 第 １ フ
レ ー ム に お け る 輝 度 変 化 と 第 ２ フ レ ー ム に お け る 輝 度 変 化 と は 、 フ レ ー ム 間 で 対 応 す る ラ
イ ン に お い て 傾 斜 が 互 い に 逆 極 性 と な る よ う に 規 定 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、
図 ２ １ に お い て 説 明 し た 形 態 よ り も 、 視 覚 的 に ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト が 目 立 た な く な
る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 ２ ６ は 、 か か る 趣 旨 に 基 づ い て 構 成 さ れ た 本 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 し て い る 。 本
実 施 例 も 、 全 ラ イ ン を 同 一 の 輝 度 で 表 示 し よ う と し た 場 合 に ブ ロ ッ ク 内 に お い て 遅 く 選 択
さ れ た ラ イ ン ほ ど 輝 度 が 高 く な る （ 図 １ １ 参 照 ） と い う 上 述 の 考 察 に 基 づ い て い る 。 図 ２
６ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ フ レ ー ム で は 図 ２ ２ （ 実 施 例 ４ ） と 同 じ く ラ イ ン 選 択 順 が ブ ロ
ッ ク 毎 に 交 互 に 昇 順 と 降 順 と を 繰 り 返 す が 、 第 ２ フ レ ー ム で は そ の 昇 順 と 降 順 と を 逆 に し
て い る 。 こ れ に よ り 、 結 果 的 に 図 ２ ５ の よ う な 輝 度 変 化 特 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ １ ２ ３ 】
　 さ ら に 他 の 実 施 例 は 、 画 面 全 域 を あ る グ レ ー 表 示 と す る 場 合 に 図 ２ ７ に 示 さ れ る よ う な
輝 度 変 化 を 呈 す る よ う に 駆 動 し よ う と す る も の で あ る 。 図 ２ ７ に お い て 実 線 で 示 さ れ る 輝
度 変 化 （ こ れ は 図 １ １ に 示 さ れ る も の と 同 じ ） を 第 １ フ レ ー ム に お い て 呈 せ し め 、 同 図 に
お い て 点 線 で 示 さ れ る 輝 度 変 化 を 第 ２ フ レ ー ム に お い て 呈 せ し め る も の で あ る 。 こ こ で は
、 第 １ フ レ ー ム に お け る 輝 度 の 最 小 値 を 呈 す る ラ イ ン と 最 大 値 を 呈 す る ラ イ ン と の 間 の 丁
度 中 央 の ラ イ ン が 第 ２ フ レ ー ム に お い て 最 大 値 を 呈 す る よ う に 、 図 １ １ の 輝 度 変 化 パ タ ー
ン を シ フ ト さ せ た よ う な 形 に 第 ２ フ レ ー ム が 規 定 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 図
１ １ に お い て 説 明 し た 形 態 よ り も 、 視 覚 的 に ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト が 目 立 た な く な る
。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 図 ２ ８ は 、 こ れ を 実 現 す る た め の 本 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 例 に よ
れ ば 、 第 １ フ レ ー ム 及 び 第 ２ フ レ ー ム と も に 図 １ ５ （ 実 施 例 ２ ） と 同 様 全 て の ブ ロ ッ ク に
お い て 昇 順 の ラ イ ン 選 択 を な す が 、 第 ２ フ レ ー ム に お い て 工 夫 が 施 さ れ て い る 。 す な わ ち
、 第 ２ フ レ ー ム の 先 頭 ブ ロ ッ ク は 、 ３ つ の 奇 数 （ 先 書 ） ラ イ ン と ３ つ の 偶 数 （ 後 書 ） ラ イ
ン と に よ る 構 成 が 崩 さ れ 、 ２ つ の 奇 数 ラ イ ン と １ つ の 偶 数 ラ イ ン と に よ り 構 成 さ れ て い る
。 換 言 す れ ば 、 当 該 先 頭 ブ ロ ッ ク を ６ つ で は な く そ の 半 分 の ３ つ の ラ イ ン で 構 成 し て い る
。 こ れ に よ り 、 次 の ブ ロ ッ ク の 構 成 ラ イ ン の 選 択 パ タ ー ン が シ フ ト す る こ と に な り 、 当 該
次 の ブ ロ ッ ク か ら 輝 度 の ピ ー ク を 呈 せ し め る こ と が 可 能 と な る 。 結 果 的 に 、 図 ２ ７ の よ う
な 輝 度 変 化 特 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま た 、 画 面 全 域 を あ る グ レ ー 表 示 と す る 場 合 に 図 ２ ９ に 示 さ れ る よ う な 輝 度 変 化 を 呈 す
る よ う に 駆 動 す る 実 施 例 に し て も よ い 。 図 ２ ９ に お い て 実 線 で 示 さ れ る 輝 度 変 化 （ こ れ は
図 ２ １ に 示 さ れ る も の と 同 じ ） を 第 １ フ レ ー ム に お い て 呈 せ し め 、 同 図 に お い て 点 線 で 示
さ れ る 輝 度 変 化 を 第 ２ フ レ ー ム に お い て 呈 せ し め る も の で あ る 。 こ こ で は 、 第 １ フ レ ー ム
に お け る 輝 度 の 最 小 値 を 呈 す る ラ イ ン と 最 大 値 を 呈 す る ラ イ ン と の 間 の 大 略 中 央 に 位 置 す
る ラ イ ン が 第 ２ フ レ ー ム に お い て 最 大 値 を 呈 す る ラ イ ン と な る よ う に 、 図 ２ １ の 輝 度 変 化
パ タ ー ン を シ フ ト さ せ た 形 に 規 定 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 図 ２ １ に お い て 説
明 し た 形 態 よ り も 、 視 覚 的 に ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト が 目 立 た な く な る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 図 ３ ０ は 、 こ れ を 実 現 す る た め の 本 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 例 は 、
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図 ２ ２ の 実 施 例 ４ に 基 礎 を 置 く が 、 上 述 し た 輝 度 変 化 パ タ ー ン の シ フ ト を 実 現 す る た め に
、 第 ２ フ レ ー ム に お い て 降 順 の ラ イ ン 選 択 を な す 先 頭 ブ ロ ッ ク を 形 成 す る と と も に 、 先 頭
ブ ッ ク の 選 択 ラ イ ン 数 を 少 な く し て い る 。 そ し て 、 以 降 の ブ ロ ッ ク に お い て 図 ２ ２ に 示 さ
れ る よ う な 昇 順 ， 降 順 ， … の ラ イ ン 選 択 を 続 け る よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ ９ の
よ う な 輝 度 変 化 特 性 を 得 る こ と が で き る こ と に な る 。
【 実 施 例 ９ 】
【 ０ １ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 画 面 全 域 を あ る グ レ ー 表 示 と す る 場 合 に 図 ３ １ に 示 さ れ る よ う な 輝 度 変 化 を 呈
す る よ う に 駆 動 す る 実 施 例 に し て も よ い 。 図 ３ １ に お い て 実 線 で 示 さ れ る 輝 度 変 化 （ こ れ
は 図 １ １ に 示 さ れ る も の と 同 じ ） を 第 １ フ レ ー ム に お い て 呈 せ し め 、 同 図 に お い て 点 線 で
示 さ れ る 輝 度 変 化 を 第 ２ フ レ ー ム に お い て 呈 せ し め る も の で あ る 。 こ こ で は 、 第 １ フ レ ー
ム に お け る 輝 度 変 化 の 周 期 と 第 ２ フ レ ー ム に お け る 輝 度 変 化 の 周 期 と が 異 な り 、 輝 度 変 化
の 傾 斜 も 第 １ フ レ ー ム と 第 ２ フ レ ー ム と で 逆 極 の 関 係 に な る よ う に 規 定 さ れ る 。 こ の よ う
に す る こ と に よ り 、 図 １ １ に お い て 説 明 し た 形 態 よ り も 、 視 覚 的 に ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ
ク ト が 目 立 た な く な る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 ３ ２ は 、 こ れ を 実 現 す る た め の 本 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 例 は 、
図 ２ ４ の 実 施 例 ５ に 基 礎 を 置 く が 、 第 ２ フ レ ー ム に お い て は 各 ブ ロ ッ ク を ２ つ の 奇 数 ラ イ
ン （ 先 書 ラ イ ン ） と ２ つ の 偶 数 ラ イ ン （ 後 書 ラ イ ン ） と か ら な る も の と し 、 各 ブ ロ ッ ク の
ラ イ ン 選 択 を い ず れ も 降 順 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ３ １ の よ う な 輝 度 変 化 特 性 を 得 る
こ と が で き る こ と に な る 。 本 実 施 例 に よ れ ば 、 第 １ フ レ ー ム に お け る ア ー チ フ ァ ク ト と 第
２ フ レ ー ム に お け る ア ー チ フ ァ ク ト が 攪 拌 さ れ た 画 像 と な り 、 個 々 の ア ー チ フ ァ ク ト の 視
認 性 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 ３ １ 及 び 図 ３ ２ の 例 で は 、 第 １ フ レ ー ム と 第 ２ フ レ ー ム と の 間 で 呈 さ れ る 輝 度 変 化 パ
タ ー ン の 傾 斜 の 関 係 が 分 か り づ ら い の で 、 こ れ を 明 瞭 と す る た め 、 同 様 の 趣 旨 で 構 成 さ れ
る 図 ３ ３ 及 び 図 ３ ４ に 示 さ れ る 例 を 挙 げ る 。 こ の 例 は 、 第 １ フ レ ー ム の 各 ブ ロ ッ ク を １ ２
ラ イ ン 構 成 と し 第 ２ フ レ ー ム の 各 ブ ロ ッ ク を ８ ラ イ ン 構 成 と し た も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 及 び 改 変 例 に さ ら に 変 更 や 追 加 を 加 え る こ と は 可 能 で あ る 。 例 え ば 、
図 ３ に 示 し た 交 流 駆 動 パ タ ー ン は 、 図 ３ ５ に 示 さ れ る よ う な ド ッ ト 間 交 流 パ タ ー ン に 変 え
る こ と も で き る 。 ま た 、 上 述 に お い て は 、 第 １ フ レ ー ム の 先 頭 ブ ロ ッ ク に お い て 最 初 に 選
択 さ れ る ラ イ ン を 正 極 性 に 駆 動 さ れ る 偶 数 ラ イ ン と し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 当 該 ラ イ
ン は 負 極 性 に 駆 動 さ れ る よ う に し て も よ い し 、 奇 数 ラ イ ン で も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。 ま
た 、 フ レ ー ム 期 間 や ブ ロ ッ ク 期 間 、 半 ブ ロ ッ ク に お い て 選 択 さ れ る ラ イ ン 数 は 例 に 挙 げ た
数 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 例 で は 、 液 晶 表 示 装 置 に 用 い ら れ る マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 に つ い て 説 明
し て い る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 こ こ で 説 明 し た マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 を 用 い る こ と の で き る 表
示 装 置 で あ れ ば 、 そ の よ う な も の に も 適 宜 適 用 す る こ と が で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ る 代 表 的 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 当 業 者 で あ れ ば 、 添 付 請 求 項 の 範 囲 内 で 種 々 の 改 変 例 を 見 出 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 の 概 略 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 基 礎 技 術 に よ る マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ
イ ム チ ャ ー ト 。
【 図 ３ 】 行 間 交 流 駆 動 形 態 を 示 す 模 式 図 。
【 図 ４ 】 隣 接 す る 画 素 電 極 及 び そ の 周 辺 の 構 成 を 示 す 回 路 図 。
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【 図 ５ 】 画 素 電 極 と こ れ に 結 合 す る 容 量 の 等 価 回 路 図 。
【 図 ６ 】 基 礎 技 術 に よ る 駆 動 形 態 を 説 明 す る た め の 図 表 。
【 図 ７ 】 基 礎 技 術 に よ る 駆 動 形 態 に お け る ラ イ ン 更 新 時 の 最 初 の 過 程 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 基 礎 技 術 に よ る 駆 動 形 態 に お け る ラ イ ン 更 新 時 の 次 の 過 程 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 基 礎 技 術 に よ る 駆 動 形 態 に お け る ラ イ ン 更 新 時 の 最 後 の 過 程 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 基 礎 技 術 に よ っ て 生 じ る ラ イ ン 間 ア ー チ フ ァ ク ト を 説 明 す る た め の グ ラ フ 。
【 図 １ １ 】 基 礎 技 術 に よ っ て 生 じ る ブ ロ ッ ク 内 ア ー チ フ ァ ク ト を 説 明 す る た め の グ ラ フ 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る マ ト リ ク ス 駆 動 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ム
チ ャ ー ト 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に お け る 第 ２ フ レ ー ム に お い て 呈 さ れ る ラ イ ン 番 号 対 輝 度
特 性 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 表 す 図 表 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 説 明 す る た め の 図 表 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 の 改 変 例 に よ る 駆 動 形 態 を 説 明 す る た め の 図 表 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム に お け る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表
。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に よ る 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム に お け る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表
。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 変 形 例 に よ る 第 １ 及 び 第 ２ フ レ ー ム に お け る 駆 動 形 態 を
示 す 図 表 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 の 変 形 例 に よ る 第 ３ 及 び 第 ４ フ レ ー ム に お け る 駆 動 形 態 を
示 す 図 表 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に よ る ラ イ ン 番 号 対 輝 度 特 性 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 に よ る ラ イ ン 番 号 対 輝 度 特 性 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に よ る ラ イ ン 番 号 対 輝 度 特 性 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ６ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に よ る ラ イ ン 番 号 対 輝 度 特 性 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表 。
【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 例 に よ る ラ イ ン 番 号 対 輝 度 特 性 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表 。
【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 に よ る ラ イ ン 番 号 対 輝 度 特 性 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ３ ２ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 に よ る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表 。
【 図 ３ ３ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 に よ る 他 の 形 態 に お け る ラ イ ン 番 号 対 輝 度 特 性 を 示 す グ ラ
フ 。
【 図 ３ ４ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 例 に よ る 他 の 形 態 に お け る 駆 動 形 態 を 示 す 図 表 。
【 図 ３ ５ 】 ド ッ ト 間 交 流 駆 動 形 態 を 示 す 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ４ 】
１ ０ … マ ト リ ク ス 駆 動 回 路
２ ０ … 液 晶 表 示 パ ネ ル
２ １ … Ｔ Ｆ Ｔ
２ ３ … 画 素 電 極
２ ５ … 共 通 電 極
３ ０ … タ イ ミ ン グ 制 御 及 び 電 圧 生 成 回 路
４ ０ … メ モ リ
５ ０ … ソ ー ス ド ラ イ バ
６ ０ … ゲ ー ト ド ラ イ バ
Ｐ １ ， Ｐ ２ … 画 素 電 極

10

20

30

40

50

(25) JP 2006-53442 A 2006.2.23



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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G09G3/20.622.R G09G3/20.642.A

F-TERM分类号 2H093/NA33 2H093/NC16 2H093/NC34 2H093/ND39 5C006/AC26 5C006/AC28 5C006/AF42 5C006
/AF44 5C006/AF71 5C006/BB16 5C006/BC03 5C006/BC22 5C006/FA22 5C006/FA47 5C080/AA10 
5C080/BB05 5C080/DD05 5C080/FF11 5C080/JJ01 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 2H193/ZA04 
2H193/ZC15

代理人(译) 宫崎明彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的是在减少电力消耗的同时防止伪像的发生。 矩阵驱动方
法，其中每个像素均由AC驱动。 前半部分按时间序列连续地提供一个极
性的一个或多个行电极的像素电压组的每个供应时序和按时间序列连续
地提供极性的一个或多个行电极的像素电压组的每个供电时序 多个块周
期，每个块周期由后半块构成，以时间序列连续布置以形成帧周期。 在
前半块中，选择在屏幕上的排列顺序中的奇数行电极和偶数行电极中的
一个行电极，并且在后半块中，其在空间上与一个行电极相邻。 选择另
一个行电极，并分别减小一个帧周期中的前半块中的行电极选择顺序和
后半块中的行电极选择顺序，以减少以块周期为单位的视觉伪像。 在其
他帧周期中，它与相应的半块中的不同。 [选择图]图24

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/19742ebe-0b2c-43fa-9953-5898bc8d65f7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035355788/publication/JP2006053442A?q=JP2006053442A

